
 

 

取扱説明書 

2 版 2023 02 E
初版 2023 01 E

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

FC-100 

水用流量コントロールバルブ 

IM-F2339-J01



 

1 
IM-F2339-J01

 

安全上のご注意 

製品をより安全にご活用いただくために、必ず安全上の注意事項を最後までお読みの上、正しく

ご使用ください。 

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しく使用いただき、使用に際しての人的危害や物的損

害を未然に防止するためのものです。 

また、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するため、本取扱説明書では想定される被害の内

容を【警告】と【注意】に区分しています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可能

性が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が軽傷を負う可能性が想定さ

れる内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

 

また、お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。 

（下記は絵表示の例です） 

 
この絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。 

 
この絵表示は必ず実行していただく「強制」の内容です。 

この絵表示は、軽傷・重傷を負う危険のある「感電注意」の内容です。 

  
この絵表示は、製品の機能を損なう恐れのある「分解禁止」の内容です。 

 
この絵表示は、軽傷・重傷を負う危険のある「爆発注意」の内容です。 

 

 

 

お願い 

・ 本取扱説明書は、バルブの運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守について記載しています。 

・ 運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守作業に入る前に、必ずこの取扱説明書をご一読くだ

さい。 

・ 本取扱説明書は、バルブの運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守について、想定される全

ての状態を説明し尽くしていません。本取扱説明書の内容について不明な点は最寄りの営業所

までお問合せください。 

・ 本取扱説明書で明示している、操作・保守・点検上の基準値・制限値は、バルブの保守管理を

考慮して定めたものです。基準値・制限値を外れない範囲で使用してください。 

・ 本取扱説明書に記載されている図面類は基本的なことだけを示したものです。記載されていな

い内容は該当する製品の納入品図を参照してください。 

※ 本取扱説明書の内容は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 
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第 Ⅰ 編 構造と機能 
１．特徴、機能概要 

・流量計と電動ニードル弁が一体構造なので従来の流量計とバルブを組み合わせる製品と比較してコ

ンパクトです。 

・ニードル弁と専用コントローラを組み合わせることで流量制御を容易にかつ安定して行うことが可

能です。 

・アクチェータは直動式で、開方向はスプリングリターンとすることでヒステリシスを大幅に減少さ

せています。（電源遮断時は、現在の開度を維持します。） 

・目標流量値はコントローラの設定、外部アナログ信号（流量入力信号）での設定が選択可能で、外

部アナログ信号は、ＤＣ４－２０ｍＡ、１－５Ｖ、０－１０Ｖにマルチに対応できます。 

・制御の開始、停止は、コントローラ操作、外部アナログ信号の変化、外部からの制御開始入力と選

択が可能です。 

・専用コントローラは強制閉機能、流量異常検出、バルブ異常検出、電源逆接続保護機能など、様々

な保護機能をもつ安全設計です。 

・ＣＥマーキング対応品です。適合指令：ＥＭＣ指令（２００４／１０８／ＥＣ）  

ＥＭＩ：ＣＩＳＰＲ１１、ＥＭＳ：ＩＥＣ６１３２６－１ 

 

２．製品記号 

流量計一体型電動比例ニードル弁＋専用コントローラ 

FCV - ２ ０５ Ａ - ３／８  

 

口径：３／８ 

   １／４（流量範囲０２のみ） 

制御差圧： Ａ：０．２～０．４MＰa 

流量範囲： １０：１～１０L/min（呼び径３／８のみ） 

 ０５：０．５～５L/min（呼び径３／８のみ） 

      ０２：０．４～２L/min（呼び径１／４のみ） 

コントローラ ２：２型コントローラ 

バルブ仕様： LDF：直動型、ＤＣ２４Ｖ、流量計一体型 

            

 

流量計一体型電動比例ニードル弁 

 FCV - ０５ Ａ - ３／８    

  

口径：３／８ 

   １／４（流量範囲０２のみ） 

制御差圧： Ａ：０．２～０．４MＰa 

流量範囲： １０：１～１０．０L/min（呼び径３／８のみ） 

 ０５：０．５～５．０L/min（呼び径３／８のみ） 

      ０２：０．４～２．０L/min（呼び径１／４のみ） 

バルブ仕様： LDF：直動型、ＤＣ２４Ｖ、流量計一体型 
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専用コントローラ 

FCA - 100      

 

コントローラ ２：２型コントローラ 

コントローラ仕様： ＬＤＣ 

             

 

表１－１ 型式一覧表 

型式 仕 様 

FCV-210A-3/8 流量：10.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM 

FCV-205A-3/8 流量： 5.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM 

FCV-202A-3/8 流量： 2.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM 

FCV-202A-1/4 流量： 2.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM 

FCV-10A-3/8 流量：10.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM バルブ単体 

FCV-05A-3/8 流量： 5.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM バルブ単体 

FCV-02A-3/8 流量： 2.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM バルブ単体 

FCV-02A-1/4 流量： 2.0L/min 呼び径：3/8 O ﾘﾝｸﾞ：FKM バルブ単体 

FCA-100 ＣＥ対応コントローラ単体 

 

３．梱包内容 

 製品を開梱時に、以下の付属品を確認してください。 

 ・流量計一体型電動ニードル弁・・・・１台 

 ・専用コントローラ・・・・・・・・・１台 

 ・コントローラ固定金具・・・・・・・２ケ 

 ・外部入出力ケーブル・・・・・・・・１本 

 ・機器接続ケーブル・・・・・・・・・１本 

 

 以下の製品は、オプション品となります。 

 ・外部入出力延長ケーブル 
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４．外形、寸法、各部名称 

  

 

● 本項目に示される、外形、寸法などは基本的なことだけを示したものです。詳細

は該当する製品の納入品図を参照してください。 

 

４．１流量計一体型電動ニードル弁 

 

図１－１ 流量計一体型電動ニードル弁 

深さ７ 

モータ点検孔 

空気穴 

流量計 
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４．２専用コントローラ 

 
 

 

 

図１－２ 専用コントローラ 

 

表１－２ スイッチおよびランプの機能一覧表 

名 称 機 能 

主要表示部 現在流量や各種設定の値が表示されます。 

【MODE】キー 主に各メニュー項目の移動に使用します。 

【横移動】キー 主に数値入力時の桁の移動に使用します。 

【縦移動】キー 主に数値入力時の数値の変更に使用します。 

【ENT.】キー 主に設定した項目の決定に使用します。 

《EV1》ランプ 
主に流量警報１の出力中に点灯、バルブ異常の出力中は《EV2》ランプと共に点

滅します。 

《EV2》ランプ 
主に流量警報２の出力中に点灯、バルブ異常の出力中は《EV1》ランプと共に点

滅します。 

《SP》ランプ 流量制御中は点滅、流量制御安定中は点灯します。 

 

主要表示部の数字、アルファベットの表示は以下のようになります。 

表１－３ 主要表示部、数字、アルファベット表示一覧表 

 

 

〈ＥＶ１〉ランプ 

〈ＥＶ２〉ランプ 

〈ＳＰ〉ランプ 

【ENT.】キー 

【縦移動】キー 

【横移動】キー 

【MODE】キー 

数 字 

主要表示部 

アルファベット 

主要表示部 
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４．３ケーブル 

４．３．１外部入出力ケーブル 

 
部番 部 品 名 仕様 

１ コントローラ側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ＰＨＤＲ－１０ＶＳ 

２ 線材 ＡＷＧ２４ シールド線 ツイストペア５Ｐ 

図１－３ 外部入出力ケーブル 

 

４．３．２機器接続ケーブル 

 
部番 部 品 名 仕様 

１ バルブ側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ０８Ｒ－ＪＷＰＦ－ＶＳＬＥ－Ｄ 

２ 流量計側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ０４Ｒ－ＪＷＰＦ－ＶＳＬＥ－Ｓ 

３ コントローラ側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ＰＨＲ－１０ 

図１－４ 機器接続ケーブル 

 

４．３．３機器接続延長ケーブル 

   オプション品となります。 

 

部番 部 品 名 仕様 

１ バルブ側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ０８Ｒ－ＪＷＰＦ－ＶＳＬＥ－Ｄ 

２ 流量計側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ０４Ｒ－ＪＷＰＦ－ＶＳＬＥ－Ｓ 

３ バルブ用機器接続側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ０８Ｔ－ＪＷＰＦ－ＶＳＬＥ－Ｄ 

４ 流量計用機器接続側コネクタ 日本圧着端子製造(株) ０４Ｔ－ＪＷＰＦ－ＶＳＬＥ－Ｓ 

図１－５ 機器接続延長ケーブル 
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５．製品仕様 

５．１流量計一体型ニードル弁 

表１－４ 流量計一体型ニードル弁仕様一覧表 

項 目 
内 容 

備 考 
210A-3/8 205A-3/8 202A-3/8 202A-1/4 

口 径 3/8 1/4  

本体耐圧 0.5MＰa  

制御可能差圧 0.2～0.4MＰa  

制御流量範囲 
1.0～

10.0L/min 

0.5～

5.0L/min 
0.4～2.0L/min  

バルブﾞ方式、形状 直動ニードル（ストローク5㎜）、ストレート  

全開全閉時間 約5秒  

流量計方式 軸流羽根車  

配管接続方式 Rc3/8 Rc1/4  

流れ方向 指定方向  

取付可能姿勢 天側１８０°  

接液 

材質 

共通 SUS316、SCS14A、UHMWＰE(超高分子量ポリエチレン)  

油脂類 STT社 SOLVEST240  

O ﾘﾝｸﾞ FKM  

保護形式 ＩＰ-54相当（ただし、空気穴をのぞく）  

流体温度 0～60℃(凍結なきこと)  

周囲温度 0～50℃(凍結なきこと)  

保存温度 0～50℃(凍結なきこと)  

相対湿度 35～85%RH  

電 源 

バルブ部 DC24V 700mＡ 電源はコント

ローラから供

給 
流量計 DC24V 50mＡ 

流量計出力 オープンコレクタパルス DC24V 15mＡ  

モータ方式 直動型ステッピングモータ  

モータ絶縁階級 E種（許容最高温度 120℃）  

対応流体 
冷却水、または粘度2mＰ・s以下の水相当で、接液材質を

腐食させず、かつ内部の潤滑剤を溶かさない流体 
 

配線接続 付属品：機器接続ケーブルによる。  
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５．２専用コントローラ 

表１－５ 専用コントローラ仕様一覧表 

項目 内容 備考 

電源 DC24V±10% 1.5A  

絶縁階級 E種（許容最高温度 120℃）  

周囲温度 0～50℃(凍結なきこと)  

保存温度 0～50℃(凍結なきこと)  

相対湿度 35～85%RH  

材質 
ケース：変性ポリフェニレンエーテル UL規格94V-0 

基板：ガラスエポキシスルーホール 

 

保護構造 操作パネル部防滴構造（ＩＰ-54相当）  

固定方式 付属品の固定金具にてパネルマウント。板厚6㎜まで。  

流量計信号 オープンコレクタ 流量計側接点容量（DC15V 15mA）  

外部制御入力 

DC1～5V DC4～20mA DC0～10V MAX110％FS. 

入力インピーダンス：190Ω以下（電流） 

          360kΩ以下（電圧） 

 

制御開始入力 無電圧接点 CLOSEで制御開始、OPENで制御停止  

強制閉入力 無電圧接点 CLOSEで強制閉、OPENで解除  

通信外部制御入力 RS-485 出荷設定用 

警報出力 

オープンコレクタa、b接点選択可能  

2点 接点容量(30VDC、1A、抵抗負荷) 

b接点は電源OFF時に出力が切れる。 

 

バルブ異常出力 

オープンコレクタa、b接点選択可能  

1点 接点容量(30VDC、1A、抵抗負荷) 

b接点は電源OFF時に出力が切れる。 

 

モータ駆動用出力 

オープンドレン MAX24V 1.3A  

最大出力周波数 1kHz 

モータ動作 ステッピングモータ ユニポーラ定電圧駆動 

2相励磁、1-2相励磁 選択式 

 

現在流量出力 

DC1～5V DC4～20mA DC0～10V 最大出力は110%FS. 

精度±2%（FS.）応答速度 25ms以下 

出力負荷抵抗：２５０Ω 

 

配線接続 
電源、流量入力信号：押締式端子台 

その他：付属品によるコネクタ接続 
 

 

  

 

●本製品は保護形式としてＩＰ-54 相当となりますが、常時、水滴がかかるような場所へ

の設置は避けてください。 

●コントローラが保護構造となるのは、操作面のみとなります。 
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第 Ⅱ 編 運搬、保管 
１．運搬、保管時の注意 

 

 

 

●製品の運搬は必ずバルブ本体を持って行                     

ってください。コード部を持って運搬し

ますと結線不良など故障の原因となりま

す。 

●製品を落下させたり、衝撃を与えること

は絶対にしないでください。作動不良の

原因となります。 

●保管中に製品に荷重をかけないでくださ 

い。機能不良の原因となります。 

●雨水がかかったり、湿度の高い場所に保

管しないでください。保管環境が悪いと、

製品内部に腐食を発生させるなど、機能不良の原因となります。 

●本製品は、内部にゴミなどが進入しないようポリ袋（エアクッション）に入れてありま

す。また、バルブの配管接続口にはポリ栓がついています。配管直前まで、ポリ袋から

製品を取り出したり、ポリ栓を外したりしないでください。 

 ●本製品は段ボール箱にて梱包されています。湿気などで強度が低下し、段ボール箱の破

損で製品を損傷する場合があります。 

●運搬、保管は注意してください。運搬などの落下や転倒によるアクチェータの損傷に注

意してください。 

 

●本製品の分解は絶対に行わないでください。分解すると機能を損ない、破損する場合が

あります。 

 

●保管中はバルブを「全開」にしておいてください。全閉で長期間保管するとゴム材の固

着などによる損傷やシートの変形により故障や作動不良の原因となります。 

●本製品は直射日光の当たらない屋内で、粉塵などのない場所に保管してください。 

●配管されるまで梱包箱の中に保管してください。 

●保管される場合は、湿気や腐食性雰囲気ガスのない場所に保管してください 
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第 Ⅲ 編 設置、配管、配線 
１．バルブの設置、配管 

１．１設置環境 

設置環境は第Ⅰ編 構造と機能の５．製品仕様に示す使用環境に合致していることを確認してくださ

い。 

 

 

●本製品は防爆仕様ではありません。ガソリンなどの引火性ガス・腐食性ガス雰囲気中や、

引火性流体では使用しないでください。爆発事故を発生させる恐れがあります。 

 

 

 

●屋外には設置しないでください。本製品は屋内仕様です。屋内であっても直射日光・水

しぶきが当たるような場所へは設置しないでください。 

●水・流体などが製品にかかる環境での使用はしないでください。 

●バルブが振動その他の外力を受け、機能が阻害される恐れのある場所には設置しないで

ください。やむを得ずそのような場所に設置する場合は、防振措置などを施してくださ

い。 

●本製品は、流体に脈動のある配管には設置しないでください。脈動があると流量制御は

できません。また、制御不安定となり故障を発生する恐れがあります。 

 

●塩害・雪害・凍結などの恐れがある場合は、それらの保護対策を施してください。 

●バルブの設置は安全かつ容易に操作および保守が可能で、取付け・取外し作業に支障の

ないスペース及びホールプラグの取り外しスペースを確保してください。 

●周辺機器などから輻射熱を受ける場合は、シールド板などで保護対策を施してください。 

●通路に面した場所など、通行者との接触が予測される場所に設置する場合は、囲いなど

の防護措置を施してください。 

 

●本製品の分解は絶対に行わないでください。分解すると機能を損ない、破損する恐れが

あります。 

 

１．２配管 

設置環境は第Ⅰ編 構造と機能の５．製品仕様に示す耐圧、制御可能差圧、対応流体に合致してい

ることを確認してください。 

 
 

●本製品の配管の取付け・取外しは必ず、電源の供給を切った状態で行ってください。感

電の恐れがあります。 
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●配管シール剤(シールテープ・ヘルメシールなど)は過度に塗布しないでください。過度

に塗布しますとバルブ内部にシール剤が入り込み、作動不良・シート漏れの原因となり

ます。シール剤は、パイプ管端のねじ山部1～2山を残し塗布してください。 

●図のようにアクチェータ部に力を加え、姿勢矯正を行わないで  

ください。バルブを破損させる恐れがあります。 

 

 

 

 

●図のようにパイプレンチを使用して、バルブの締付けは行わな 

いでください。バルブを破損させる恐れがあります。 

 

 

 

 

●バルブに配管を過度にねじ込まないでください。過度なねじ込みは、バルブ内部を変形・

破損させ、外部漏れや作動不良の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

●アクチェータ内部に水が浸入する可能性のある、下向きのバルブ取付けは行わないでく

ださい。配管可能な取付け姿勢は下図に示す通り、アクチェータが上向きから横向きま

でです。ただし、垂直な配管に取り付ける場合は、バルブ本体の空気穴より、水やほこ

りが侵入しないように保護板を設けるなど適切な措置を施してください。 

 

 

空気穴あり 

ガリガリガリ 
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●アクチェータに無理な荷重をかけたり、作業時に足場にするこ            

とは絶対にしないでください。漏れや故障発生の原因となりま     

す。 

●配管作業終了後のフラッシング処置中、バルブの開閉は絶対に

行わないでください。バルブの開閉を行うと、配管中のゴミ・

異物などによりシート部を損傷し内部漏れ発生の原因となりま

す。 

●保温材などでバルブの保温を行う場合は、バルブ本体の空気穴をふさがないでください。 

●バルブ本体を万力などで加えないでください。万力などで加えるとバルブ本体を破損さ

せる恐れがあります。 

 

●バルブの配管取付けは、取り付ける

配管側のスパナ掛けを使用してく

ださい。配管と反対側のスパナ掛け

を使用し締付けると、バルブ本体に

荷重が掛かり、バルブを破損させる

恐れがあります。 

●バルブに過大な曲げモーメントが

加わらないように注意してください。過大な曲げモーメントは、バルブ本体を変形させ、

機能を損ねます。 

●バルブの重量などで、配管に荷重がかかるなどの影響がある場合は、本体底面の固定用

ねじ穴を使用して、適正なサポートを行ってください。（樹脂配管にご使用の場合は特に

注意してください。） 

●流量計上流側には♯60以上のストレーナやフィルターなどを設けてください。異物によ

り作動不良や内部漏れを発生させる恐れがあります。 

●本製品の配管接続前に配管接続口のポリ栓を必ず外してください。 

●配管接続前に使用流体条件とバルブ及びアクチェータの仕様が合致していることを確認

してください。 

●本製品を配管に接続する前に、接続ねじ部及び配管内のゴミ、スケールなどの異物を除

去してください。 

●配管される部材のねじは、ねじの種類、ねじ基準をゲージで検査し、ねじ丈などねじ山

が適正であることを確認してから配管を行ってください。 

●配管作業終了後は必ず、全開状態でフラッシングを行い、配管中のゴミ・異物などを取

り除いてください。 

●10L 型のバルブについては継手の内径がΦ10 以上になるものを選定してください。Φ10

以下の物を使用するときは、ご相談ください。 

 
●本製品を分解しての配管作業は絶対に行わないでください。分解すると機能を損ない、

破損する恐れがあります。 

 

●バルブ内部のシール材が劣化すると、その破片が流出する場合がありますので、十分考

慮のうえ設置してください。 
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２．コントローラの設置、配線 

２．１設置環境 

設置環境は第Ⅰ編 構造と機能の５．製品仕様に示す使用環境に合致していることを確認してくださ

い。 

  

 

●本コントローラの取付け・取外し・配線は必ず、電源の供給を切った状態で行ってくださ

い。感電のおそれがあります。 

●機器を操作される方が、機器の背面の端子やコネクタに触れないように、本コントローラ

は、必ずパネルに取り付けてください。 

 

●本製品は防爆仕様ではありません。ガソリンなどの引火性ガス・腐食性ガス雰囲気中や、

引火性流体では使用しないでください。爆発事故を発生させる恐れがあります。 

 

 

 

●コントローラが振動その他の外力を受け、機能が阻害される恐れのある場所には設置しな

いでください。 

●コントローラのケース内部に、配線くず、切粉、水などが入らないようにしてください。

火災、故障のおそれがあります。 

●高温、低温、高湿度、低湿度の場所には設置しないでください。 

 

●本製品は屋内仕様です。屋外への設置は故障の原因となります。 

●コントローラの設置は安全かつ容易に操作及び保守が可能で、取付け・取外し作業に支障

のないスペースを確保してください。 

 

●本製品は保護形式としてＩＰ-54相当となりますが、常時、水滴がかかるような場所への

設置は避けてください。 

●コントローラが保護構造となるのは、操作面のみとなります。 
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２．２取付方法 

本製品の取付は、パネルに付属の固定金具を使用して行ってください。取付部のパネルカットの寸

法は以下となります。 

 
図３－１ コントローラ取付パネルカット寸法 

パネル板厚は５㎜以下で十分な剛性のあるものを使用してください。 

 

 

 

●固定金具のねじを締めすぎないでください。ケースが変形し、故障の原因となります。 

●コントローラの防水ゴムは、はずさないでください。水やほこりが内部に入って故障の

原因となります。 

 

●本製品のパネル取付、固定には必ず付属の固定金具を使用してください。 

●操作される方が手の届く範囲内に、本製品への主電源遮断用のスイッチを必ず設けてく

ださい。 

 

２．３配線 

配線を行う前に、第Ⅰ編 構造と機能の５．製品仕様に示す電気仕様に合致していることを確認し

てください。 

 

 

 

●本製品を使用する場合、各入出力に接続する機器（供給電源、調節計、シーケンサ、リ

レーなど）の仕様が、本製品仕様と合致していることを必ず確認してください。 

 

 
 

●本製品の配線作業は、必ず電源の供給を切った状態で行ってください。通電状態での作

業は感電事故を発生させる恐れがあります。 

 

●水滴のかかる状況下で配線工事は行わないでください。感電事故を発生させる恐れがあ

ります。 

●接続電線類を無理に引っ張らないでください。配線が外れ感電事故を発生させる恐れが

あります。本製品と接続される配線は充分なたるみを持たせて配線してください。 

●本製品の改造は、絶対に行わないでください。機能を損ない、破損するおそれがありま

す。また、感電などの思わぬ事故の恐れがあります。 
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２．３．１ 結線一覧 

 
 ●表３－１ 結線一覧表に従って、配線は正しく行ってください。電源、流量入力、出力

信号の極性を誤ったり、電源の接続を流量入力信号に行ったりすると、製品の破損や、

火災、感電など思わぬ事故が発生します。 

●シールド線は必ず配線を行ってください。外部からのノイズの影響をうけ、誤動作、作

動不良の原因となります。 

 

●絶対に仕様と異なる電源電圧を印可しないでください。製品の破損や、火災、感電など

思わぬ事故が発生します。 

 

   以下の結線一覧を参考に、配線を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ コントローラ背面 

 

表３－１ 結線一覧表 

分類 
番号 

（線色） 
項目 定格仕様 接続仕様 

端子台 

（左より 

1～5） 

1 電源DC24V(＋) 
DC24V±10％ 1.5A 

対応線材：ツイストペア ２Ｐ シールド線 

単線または撚線 AWG24～20 2 電源DC 0V(－) 

3 ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG)  単線または撚線 AWG24～20 

4 流量入力信号+ 
DC4-20mA DC1-5V DC0-10V  

110％FS.以下 

入力インピーダンス 

190Ω以下（電流） 

360kΩ以下（電圧） 

対応線材：ツイストペア ２Ｐ シールド線 

単線または撚線 AWG24～20 
5 流量入力信号- 

ＣＮ３ 付属の機器接続ケーブルで、バルブと流量計を接続 

ＣＮ４ 

 

茶-赤 警報COM 
オープンコレクタ 

a、b接点選択可能 

容量 DC30V 1A 

AWG24 
ペア 

茶-黒 流量警報1出力+ AWG24 

桃-赤 流量警報2出力+ AWG24 
ペア 

桃-黒 バルブ異常出力+ AWG24 

橙-赤 流量信号出力COM  AWG24 

ペア 
橙-黒 電流流量信号出力 

DC4-20mA 110％FS.以下 

出力負荷：250Ω 
AWG24 

灰-赤 電圧流量信号出力 
DC1-5V DC0-10V 110％FS.以下 

出力負荷：250Ω 
AWG24 

ペア 

灰-黒 外部入力COM 

無電圧接点 

AWG24 

白-赤 制御開始 AWG24 
ペア 

白-黒 強制閉 AWG24 

 

 

ＣＮ3 
付属：機器接続ケーブルで接続 

ＣＮ４ 

付属：外部入出力ケーブルで接続 

右下段 1 右上段 2～ 

左下段９ 左上段１０ 

端子台 
左より１～５ 
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図３－３ 配線接続例 

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ 

端子台 

番 号 項 目 

４ 流量入力信号(+) 

５ 流量入力信号(-) 

３ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG) 

２ 電源DC 0V(-) 

１ 電源DC24V(+) 

ＣＮ３ 付属品（機器接続ケーブル） 

付属品（外部入出力ケーブル） 

ＣＮ４ 

線 色 項 目 

茶－赤 

茶－黒 

桃－赤 

桃－黒 

橙－赤 

橙－黒 

灰－赤 

灰－黒 

白－赤 

白－黒 

警報ＣＯＭ 

流量警報１出力＋ 

流量警報２出力＋ 

バルブ異常出力＋ 

流量信号出力ＣＯＭ 

電流流量信号出力＋ 

電圧流量信号出力＋ 

外部入力ＣＯＭ 

制御開始 

強制閉 

ＤＣ電源 ２４Ｖ 

信号発信器 

流量警報１ランプ 

流量警報２ランプ 

バルブ異常ランプ 

電流計 
電圧計 

制御開始指示スイッチ 

強制閉指示スイッチ 
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２．３．２ 配線方法 

 ・端子台 

端子台へは、電源、フレームグランド（ＦＧ）、流量入力信号を配線します。 

 
 ●本製品を使用される場合は、供給電源および流量入力信号の発信源（調節計など）の仕様

を十分に確認の上使用してください。 

供給電源：ＤＣ２４Ｖ±１０％ １．５Ａ 

流量入力信号：ＤＣ４－２０ｍＡ ＤＣ１－５Ｖ ＤＣ０－１０Ｖ 

       １１０％ＦＳ．以下 

       インピーダンス（電流）１９０Ω以下 

       インピーダンス（電圧）３９０ｋΩ以下 

●端子台への配線材は、以下のものを使用してください。これ以外のものを使用すると、感

電、故障、ノイズによる作動不良の原因となります 

供給電源、流量入力信号 
ツイストペア ２Ｐ シールド線 

単線または撚線 ＡＷＧ２４～２０ 

フレームグランド（ＦＧ） 単線または撚線 ＡＷＧ２４～２０ 

 

●流量入力信号の配線は、動力線や電源線と同一の配線管やダクト内を通さず、分離して配

線してください。ノイズによる作動不良の原因となります。 

 ●本製品は供給電源保護回路として雷サージキラーを搭載しています。過度の雷サージの印

可があると、雷サージキラーが故障し短絡する可能性がありますので供給電源には 

普通溶断型 ３Ａ程度のヒューズを組み込んでいただくことを推奨します。 

１． まず、表３－１結線一覧表にて接続される機器の仕様が本製品の定格仕様を満たしているこ

とを確認してください。 

２． 使用する線材が、単線または撚線、０．１４～

０．５㎜２（ＡＷＧ２６～２０）を満たすことを

確認してください。また、線材の被覆の剥き代

は、７～１０㎜程度になります。 

３． 端子台下部のオレンジの押しボタンを、精密 

ドライバで押します。そのまま、配線挿入口に差し込み、十分差し込んだら、精密ドライバ

を離します。軽く線を引っ張り、端子台より抜けないことを確認してください。 

 

 

 

 

 

図３－４ コントローラ端子台名称 

 

  

 

●線材の被覆を剥いた部分は、端子台内に全て挿入するようにしてください。露出した状態

ですと、短絡、感電の原因となります。 

 

押ボタン 

配線挿入口 

剥き代 7～10㎜ 

単線または撚線、０．１４～０．５㎜２（ＡＷＧ２６～２０） 
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・ＣＮ．３ 

ＣＮ．３はバルブ、流量計への配線となります。 

１． まず、表３－１結線一覧表を確認してください。 

２． 付属の機器接続ケーブルを使用して結線を行います。コントローラ側コネクタ、流量計側コネ

クタ、バルブ側コネクタはそれぞれ種類が異なりますので、無理に挿入せず必ず同一のコネク

タ同士を配線してください。 

 

 

●ＣＮ．３とバルブ、流量計の配線は必ず、付属の機器接続ケーブルで行ってください。

それ以外のもので配線を行った場合、感電、故障の原因となります。 

●コントローラとバルブ、流量計の接続最大線長は６ｍとなります。また、延長時には専

用の延長ケーブル（オプション）を必ず使用してください。 

 

・ＣＮ．４ 

ＣＮ．４は、外部入出力の配線になります。 

１． まず、表３－１結線一覧表にて接続される機器の仕様が本製品の定格仕様を満たしていること

を確認してください。 

２． 付属の外部入出力ケーブルを使用して結線します。配線の延長を行う場合は、線材は外部入出

力ケーブルと同等のものを使用し、線材の接続には市販の圧着接続子などを使用し、確実な接

続、絶縁を行ってください。 

 

 

●ＣＮ．４の配線は必ず、付属の外部入出力ケーブルで行ってください。それ以外のもの

で配線を行った場合は、感電、故障の原因となります。 

●外部入出力ケーブルの延長を行う場合は、ツイストペア シールド線 ＡＷＧ２４ ３

０Ｖ定格以上のものを使用してください。また、接続には市販の圧着接続子を使用して

確実な接続、絶縁を行ってください。 

●外部入出力ケーブルに接続される機器は、本製品の定格仕様を満たすことを確認してく

ださい。 

●外部入出力ケーブルで、使用しないケーブルは、絶縁テープなどを用いて、必ず端末処

理、絶縁処理を行い、他のケーブル、機器類、接点などに接触しないようにしてくださ

い。これを行わないと短絡をおこし、感電、故障の原因となります。 
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２．３．３ １台の信号発信源で複数を動作させる場合 

 １台の流量入力信号発信源で本製品を複数台動作させる場合は下図に従って、配線を行ってください。

接続可能台数は信号発信源によります。 

        流量入力信号が電流の場合                     流量入力信号が電圧の場合 

*図中の４および５は端子台番号を表す。 

図３－５ １台の信号発信源で複数を動作させる結線 

 

・流量入力信号の種別が電流のときは→直列に配線 

・流量入力信号の種別が電圧のときは→並列に配線 

 
 ●本製品を使用される場合は、供給電源および流量入力信号の発信源（調節計など）の仕様

を十分に確認の上使用してください。 

供給電源：ＤＣ２４Ｖ±１０％ １．５Ａ 

流量入力信号：ＤＣ４－２０ｍＡ ＤＣ１－５Ｖ ＤＣ０－１０Ｖ 

       １１０％ＦＳ．以下 

       インピーダンス（電流）１９０Ω以下 

       インピーダンス（電圧）３９０ｋΩ以下 

 

流量入力信号発信源 流量入力信号発信源 
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第 Ⅳ 編 コントローラ設定 
１．メニュー構成、設定方法 

１．１基本表示メニュー 

 基本表示メニューは、現在流量値、目標流量値、現在バルブ開度、流量警報１、流量警報

２を表示させることができます。電源投入時は現在流量値が表示されます。このメニューで

表示される値は設定の確認であり、変更はできません。また、コントローラから流量制御操

作を行う時には、現在流量が表示されている状態で、【ENT.】キーを押すと、流量制御が開

始されます。 

表４－１ 基本表示メニュー一覧表 

項 目 内 容 主要表示部 ランプ 操作、設定範囲 単位 備考 

現在流量値 
現在の流量値が 

表示されます。 

□■■．■■  

現在流量値４桁 

（小数点以下２桁） 

流量制御完了 

《SP》 

ランプ点灯 

流量制御中 

《SP》 

ランプ点滅 

流量制御停止 

《SP》 

ランプ消灯 

メニュー3-01 が

『ｄＥＧ.』のとき

は、【ENT.】キー

で、流量制御開始、

停止。 

L/min  

目標流量値 

目 標 流

量 値 が

表 示 さ

れます。 

メニュー 

3-01 が 

『ｄＥＧ.』の

とき 

Ｓ．■■.■■ 

目標流量値４桁 

（小数点以下２桁） 

Ｓ．は点滅表示 

《SP》 

ランプ点灯 
 L/min 1 分間表示後、

現在流量値の

表示になりま

す。 

目 標 流

量 値 ま

たは、現

在 の バ

ル ブ の

状 態 が

表 示 さ

れます。 

メニュー 

3-01 が 

『ＡnＡ』のと

き 

Ｓ．■■.■■ 

目標流量値４桁 

（小数点以下２桁） 

Ｓ．は点滅表示 

 

・バルブ全閉時： 

ＣＬ．□□□ 

・現在位置停止： 

ＳｔＰ．□□ 

・ブロー： 

ｂＬ．□□□ 

現在バルブ

開度表示 

現在のバルブ開度が表示

されます。 

r.■■■.■ 

バルブ開度 4桁 

（小数点以下 1桁） 

  ％ 

流量警報１ 

表示 

流量警報１の設定値が 

表示されます。 

￣■■．■■または、 

＿■■．■■  

流量警報 1設定値 4 桁 

（小数点以下２桁） 

￣＿は点滅 

《EV1》 

ランプ点灯 
 L/min  

流量警報２ 

表示 

流量警報２の設定値が 

表示されます。 

￣■■．■■または、 

＿■■．■■  

流量警報２設定値 4 桁 

（小数点以下２桁） 

￣＿は点滅 

《EV2》 

ランプ点灯 
 L/min  
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１．１．１基本表示メニュー操作フロー

現在バルブ開度表示 

電源投入 

表示確認画面 

全ての表示が点灯 

約２秒 

約３秒 

Ｖｅｒ．表示 

２秒以上長押し 

現在流量値 

目標流量値 

流量警報１ 

流量警報２ 

１分間操作無し 

１分間操作無し 

１分間操作無し 

１分間操作無し 

【ENT.】キー入で、流量制御操作、 

開始停止。（メニュー３－０１が 

『ｄＥＧ．』のとき） 
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１．１．２基本表示メニューの機能、操作 

電源投入時は、表示確認として操作パネルの主要表示部、《EV1》ランプ、《SP》ランプ全て

が点灯し、プログラムのバージョンが表示されその後、本メニューの現在流量値が表示さ

れます。 

 

 

●電源投入後、約 10 秒間は、バルブの原点検出を行っているため、全ての操作がで

きません。上記、時間経過後に操作を行ってください。 

 

  ◇現在流量値 

電源を投入したときに、表示確認、プログラムバージョン表示後に、最初に表示される項

目です。ここでは、現在の流量値が表示されます。また、動作設定メニューで、流量制御操

作を『ｄＥＧ．』、制御開始入力を『ＥＣ．ｏＦＦ．』に設定している場合は、【ENT.】キーを

押すことで、流量制御を開始します。再び押すと停止します。 

現在流量値の表示中に、【MODE】キーを２秒以上押すと初期メニュー『ＨＥ．１』に移動し

ます。 

現在流量値は、流量計上限値の１１０％ＦＳ．以上の流量値は１１０％ＦＳ．の値までし

か表示されません。（クランプされます。）このとき、流量値が点滅します。 

 

 

 

 

 

 

図４－１ 現在流量値の表示 

 

 

 

●現在流量値は、流量計上限値の１１０％ＦＳ．以上の流量値は、１１０％ＦＳ．の

値までしか表示されません。 

型 式 現在流量表示上限 

２１０Ａ－３／８ １１．０Ｌ／ｍｉｎ 

２０５Ａ－３／８ ５．５０Ｌ／ｍｉｎ 

２０２Ａ－３／８ 

２０２Ａ－１／４ 
２．２０Ｌ／ｍｉｎ 

 

 

   

  

現在流量値 現在流量値 

現在流量が流量計の１１０％ＦＳ．

を越えると点滅します。 
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◇目標流量値 

現在流量値の表示中に【MODE】キーを押すと現在の目標流量値が表示されます。 

・『ＨＥ．３』動作設定メニュー、３－０１流量制御操作の設定が『ｄＥＧ．』の場合。 

   目標流量値が表示されます。ここでは、表示のみで値の変更はできません。また、この項

目を表示中は、《SP》ランプが点灯します。 

 

・『ＨＥ．３』動作設定メニュー、３－０１流量制御操作の設定が『ＡｎＡ．』の場合 

   目標流量値またはバルブの状態が表示されます。 

・流量入力信号が５％ＦＳ．～１０５％ＦＳ．のときは、目標流量値が表示されます。 

・流量入力信号が５％ＦＳ．以下のときは、制御設定メニュー４－０３停止位置選択の

設定により『ＣＬ.』または『ＳｔＰ.』と表示されます。 

・流量入力信号が１０５％ＦＳ．以上のときは『ｂＬ.』と表示されます。 

目標流量値の表示中に、【MODE】キーを２秒以上押すと初期メニュー『ＨＥ．１』に移動し

ます。また、１分間操作をしないと現在流量値に戻ります。 

   

 

 

●流量入力信号と目標流量値、バルブの動作に関しては、第Ｖ編 運転、操作、機能

の１．３流量入力信号、出力信号を参照してください。 

 

  ◇バルブ開度表示  

目標流量値表示中に、【MODE】キーを押すと現在のバルブ開度が表示されます。ここでは、

表示のみで、開度の変更はできません。 

バルブ開度表示中に、【MODE】キーを２秒以上押すと初期メニュー『ＨＥ．１』に移動しま

す。また、１分間操作をしないと現在流量値に戻ります。 

   

  ◇流量警報１  

バルブ開度表示中に、【MODE】キーを押すと流量警報１の設定値が表示されます。ここでは、

表示のみで値の変更はできません。この項目を表示中は、【EV1】ランプが点灯します。 

流量警報 1 表示中に【MODE】キーを 2 秒以上押すと初期メニュー『ＨＥ．１』に移動しま

す。また、1分間操作をしないと現在流量値に戻ります。 

 

  ◇流量警報２ 

流量警報１表示中に、【MODE】キーを押すと流量警報２の設定値が表示されます。ここでは、

表示のみで値の変更はできません。この項目を表示中は、【EV2】ランプが点灯します。 

流量警報２表示中に、【MODE】キーを 2秒以上押すと初期メニュー『ＨＥ．１』に移動しま

す。また、【MODE】キーを押すか、1分間操作をしないと現在流量値に戻ります。
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１．２項目設定メニュー 

項目設定メニューは、各種設定の入口となるメニューです。このメニューより各項目で【ENT.

】キーを押すことで、各項目の確認、設定を行うことができます。 

表４－２ 項目設定メニュー一覧表 

項 目 内 容 主要表示部 ランプ 操作、設定範囲 備考 

基本表示 

メニュー 

現在流量表示、各種設定値の確認の

メニューです。 

ＨＥ． 

□□１． 
 

【ENT.】キーで、

各項目の設定へ。 

 

チャンネル 

選択メニュー 

設定された番号を入力することで、

階層をたどることなく、主要な設定

項目の変更が可能なメニューです。 

ＨＥ． 

□□２． 
  

動作設定 

メニュー 

制御方法および、各種警報関連の設

定を行うメニューです。 

ＨＥ． 

□□３． 
  

制御設定 

メニュー 

主にＰＩＤ設定などの制御パラメー

タの設定を行うメニューです。 

ＨＥ． 

□□４． 
  

出荷設定 

メニュー 

主にバルブの動作、流量計のパルス

など出荷時の初期設定をおこなうメ

ニューです。 

ＨＥ． 

□□５． 
 

弊社のみ設定

可能です 

メンテナンス 

メニュー 

バルブの手動操作や流量入力信号、

流量計の補正などを行うメニューで

す。 

ＨＥ． 

□□６． 
  

キープロテクト 

メニュー 

キープロテクトを設定するメニュー

です。 

ＨＥ． 

□□７． 
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１．２．１項目設定メニュー操作フロー 

 

キープロテクト設定時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キープロテクト未設定時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本表示メニュー 

キープロテクトメニュー 

基本表示メニュー 

キープロテクトメニュー チャンネル選択メニュー 

動作設定メニュー 

制御設定メニュー 出荷設定メニュー 

メンテナンスメニュー 
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  １．２．２項目設定メニューの機能、操作 

   項目設定メニューは、各種設定の入口となるメニューです。このメニューより各項目で

【ENT.】キーを押すことで、各項目の確認、設定を行うことができます。 

  

  ・キープロテクトメニュー『ＫＰ．ｏＦＦ』の場合 

    【MODE】キーを押していくと、画面が『ＨＥ．１』～『ＨＥ．７』まで変更していきま

す。ここで、必要なメニューを選択し、【ENT.】キーを押すと、各メニューに入ることができ

ます。 

 

  ・キープロテクトメニュー『ＫＰ．ｏｎ』の場合 

    【MODE】キーを押していくと、画面が『ＨＥ．１』、『ＨＥ．７』のみを表示します。そ

れ以外のメニューは選択することができません。 

 

 
●キープロテクトについては、１．７キープロテクトメニューを参照してください。 
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１．３チャンネル選択メニュー 

チャンネル選択メニューは、番号を選択するだけで、本製品の主要な設定の変更が行うこ

とができます。 

表４－３ チャンネル選択メニュー一覧表 

項 目 内 容 主要表示部 備考 

目標流量値 目標流量値の変更ができます。 ＣＨ．□□１． ３－０２と同様となります。 

流量警報値 1 
流量警報１の設定変更が 

できます。 
ＣＨ．□□２． ３－０４と同様となります。 

流量警報値 2 
流量警報２の設定変更が 

できます。 
ＣＨ．□□３． ３－０５と同様となります。 

バルブ手動操作 
バルブの開度を手動操作 

できます。 
ＣＨ．□□５． ６－０１と同様となります。 

 

 

１．３．１チャンネル選択メニュー操作フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャンネル選択メニュー チャンネル番号入力 

桁移動 

数値移動 

チャンネル入力１ 現在目標流量値 目標流量値設定 

桁移動 
数値移動 ２秒以上長押し 

チャンネル入力２ 

チャンネル入力３ 

チャンネル入力５ 

現在流量警報１ 現在流量警報１設定 

現在流量警報２ 現在流量警報２設定 

現在バルブ開度 バルブ開度設定 現在流量値 

桁移動 
数値移動 

桁移動 
数値移動 

桁移動 
数値移動 
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１．３．２チャンネル選択メニューの機能、操作 

項目設定メニューで『ＨＥ．２』が表示されているときに、【ENT.】キーを押すと、チャン

ネル選択メニューに入ります。表示部には『ＣＨ．番号』が表示されますので、【縦移動】キ

ーで番号を選択し、【ENT.】キーを押すと各設定に入ることができます。このメニューは、本

製品を使用中に頻繁に設定変更されるであろう項目を集めたメニューです。番号入力画面で

【MODE】キーを 2秒以上押すと項目設定メニューに戻ります。 

 
 

●チャンネル選択メニューでの、設定に関しては各項目での詳細な説明を必ず参照し

てください。 

設定項目 参照メニュー 

ＣＨ．１目標流量値 

１．４動作設定メニュー ＣＨ．２流量警報１ 

ＣＨ．３流量警報２ 

ＣＨ．５バルブ手動操作 １．６メンテナンスメニュー 

  

 

◇ＣＨ．１ 目標流量値 

ここでは、目標流量値の変更ができます。ここでの設定値は『ＨＥ．３』動作設定メニュ

ーの３－０２ 目標流量値に反映されます。また、目標流量値の表示中は《SP》ランプが点

灯します。 

・『ＨＥ．３』動作設定メニュー、３－０１流量制御操作の設定が『ｄＥＧ．』の場合 

   ここで、設定した値が流量制御時の目標流量値になります。 

 

・『ＨＥ．３』動作設定メニュー、３－０１流量制御操作の設定が『ＡｎＡ．』の場合 

 ここでの、設定は可能ですが、流量制御時の目標流量値は流量入力信号の値となります。 

 

 

●目標流量値は、本製品の流量制御範囲を超える値を設定することはできません。目

標流量設定範囲は下表の範囲で設定してください。 

 製品記号 目標流量設定範囲 製品記号 目標流量設定範囲 

FCV-210A-3/8 1.0～10.0L/min FCV-202A-3/8 
0.4～2.0L/min 

FCV-205A-3/8 0.5～5.0L/min FCV-202A-1/4 
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・設定方法 

番号入力画面で１を選択して【ENT.】キーを押すと、最初に『Ｓ．』が点滅し現在の目標流

量値が表示されます。再度、【ENT.】キーを押すと、数値が点滅します。【縦移動】キーで数

値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行い、目標流量値を入力してください。入力後

【ENT.】キーで値が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ ＣＨ．１操作フロー 

 

◇ＣＨ．２ 流量警報値１ 

ここでは、流量警報値１の設定値の変更ができます。ここでの設定値は『ＨＥ．３』動作

設定メニューの３－０４ 流量警報１に反映されます。 

 

・設定方法 

番号入力画面で２を選択して【ENT.】キーを押すと、最初に『￣』（下限値の場合は＿）が

点滅し現在の流量警報１が表示されます。再度、【ENT.】キーを押すと数値が点滅します。【縦

移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行い、流量警報値 1を入力してく

ださい。入力後、【横移動】キーで『￣』または『＿』を点滅させ、【縦移動】キーで上限（￣）、

下限（＿）を選択してください。【ENT.】キーで値が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３ ＣＨ．２操作フロー 

 

◇ＣＨ．３ 流量警報値２ 

ここでは、流量警報値２の設定値の変更ができます。ここでの設定値は『ＨＥ．３』動作

設定メニューの３－０５ 流量警報２に反映されます。設定方法はＣＨ．２ 流量警報値１

と同様になります。 

 

チャンネル入力１ 現在目標流量値 目標流量値設定 

桁移動 
数値移動 

チャンネル入力２ 現在流量警報１ 流量警報１設定 

桁移動 
数値移動 
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◇ＣＨ．５ バルブ手動操作 

   ここではバルブの手動操作ができます。 

 

 

●バルブの手動操作の詳細は１．６メンテナンスメニューを必ず参照してください。 

 

・設定方法 

チャンネル入力画面で５を選択して【ENT.】キーを押すと、最初に『r.』が点滅し現在の

バルブ開度が表示されます。再度、【ENT.】キーを押すと数値が点滅します。【縦移動】キー

で数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行い、バルブ開度を入力してください。入力

後、【ENT.】キーで値が確定し、バルブが指定の開度に制御されます。また、このときの画面

表示は全体が点滅し、現在の流量が表示されます。ここで【ENT.】キーを押すとバルブ開度

入力、【MODE】キーを押すと現在バルブ開度の表示となります。現在、バルブ開度が表示され

ているときに【MODE】キーを押すとチャンネル入力に戻ります。 

図４－４ ＣＨ．５操作フロー 

 

 

  

チャンネル入力５ 現在バルブ開度 バルブ開度設定 

桁移動 
数値移動 

現在流量値 
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１．４動作設定メニュー 

動作設定メニューは、流量制御の操作方法、目標流量値、各警報の設定などの動作に関わる

設定を行うメニューです。 

 

表４－４ 動作設定メニュー一覧表 

 

メニュー 

番号 
項目 内容 主要表示部 ランプ 操作、設定範囲 単位 

備

考 

□３－ 

０１ 

流量

制御

操作 

・流量制御開始

停止操作を、

コントロー

ラ、通信で行

うか、流量入

力信号で行

うかの設定

を行います。 

・制御開始入力

の有効、無効

の設定を行

います。 

・流量入力、出

力信号の種

別の設定を

行います。 

コントローラ 

通信での制御 
□□ｄＥＧ．  

通信アド

レス 
ＡＤｒ．０１～９９  

 

流量信号 

出力設定 

4-20mA Ａ．４－２０ ｍA 

1-5V Ａ．１－０５ Ｖ 

0-10V Ａ．０－１０ Ｖ 

制御開始 

入力設定 

有効 ＥＣ．□ｏｎ  

無効 ＥＣ．ｏＦＦ  

流量入力信号 

での制御 
□□ＡnＡ．  

流量信号 

出力設定 

4-20mA Ａ．４－２０ ｍA 

1-5V Ａ．１－０５ Ｖ 

0-10V Ａ．０－１０ Ｖ 

制御開始 

入力設定 

有効 ＥＣ．□ｏｎ  

無効 ＥＣ．ｏＦＦ  

□３－ 

０２ 

目標

流量

値 

メニュー3-01

が『ｄＥＧ．』

のときは、ここ

で目標流量値

を設定します。 

Ｓ．■■．■■ 

目標流量値 4桁 

（小数点以下 2桁） 

《SP》 

ランプ 

点灯 

製品型式 

による。 

210A 1.0～10.0 

L/min  
205A 0.5～5.0 

202A 0.2～2.0 

□３－ 

０３ 

流量

警報

出力 

種別 

流量警報出力

の種別を絶対

値か相対値で

行うかの設定

を行います。 

絶対出力 □□□Ａｂ． 

 
□□□Ａｂ． 

□□□ｒＥ． 
  

相対出力 □□□ｒＥ． 

□３－ 

０４ 

流量

警報

１ 

流量警報１の

値、出力方法を

設定します。 

流量警報値 

上限値設定 

￣■■．■■  

下限値設定 

＿■■．■■  

流量警報値 4桁 

（小数点以下 2桁） 
《EV1》 

ランプ 

点灯 

上限値￣または下限値＿ 

０．００～９９．９９ 
L/min  

流量警報 

遅延時間 
ＤＬ．■■■． ０～３００ 秒  

流量警報 

復帰時間 
ｒＥ．■■■． ０～３００ 秒  

接点 

Ａ 

接点 
Ｃｏｎ．Ａ 

Ｃｏｎ．□Ａ 

Ｃｏｎ．□ｂ 
  

Ｂ 

接点 
Ｃｏｎ．ｂ 
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メニ

ュー 

番号 

項 

目 
内 容 主要表示部 ランプ 操作、設定範囲 単位 

備

考 

□３－

０５ 

流量 

警報２ 

流量警報２の

値、出力方法を

設定します。 

流量警報値 

上限値設定 

￣■■．■■  

下限値設定 

＿■■．■■  

流量警報値 4桁 

（小数点以下 2桁） 
《EV2》 

ランプ 

点灯 

上限値￣または下限値＿ 

０．００～９９．９９ 
L/min  

流量警報遅延時間 ＤＬ．■■■． ０～３００ 秒  

流量警報復帰時間 ｒＥ．■■■． ０～３００ 秒  

接点 
Ａ接点 Ｃｏｎ．□Ａ Ｃｏｎ．□Ａ 

Ｃｏｎ．□ｂ 
  

Ｂ接点 Ｃｏｎ．□ｂ 

□３－

０６ 

バルブ

異常 

バルブ異常の

各種設定 

バルブ異常遅延時間 ＤＬ．■■■． 

 

０～３００ 秒  

バ ル ブ 全

閉異常 

有効 ＣＥ．□ｏｎ ＣＥ．□ｏｎ 

ＣＥ．ｏＦＦ  
 

無効 ＣＥ．ｏＦＦ  

接点 
Ａ接点 Ｃｏｎ．□Ａ Ｃｏｎ．□Ａ 

Ｃｏｎ．□ｂ 
 

 

Ｂ接点 Ｃｏｎ．□ｂ  
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１．４．１動作設定メニュー操作フロー 

 

 

動作設定メニュー 流量制御操作設定 

２秒以上長押し 

目標流量値設定 

操作方法現在値 コントローラ操作 

流量入力信号操作 

制御開始入力現在設定 

制御開始入力有効 

制御開始入力無効 

RS-485 通信ｱﾄﾞﾚｽ現在値 

桁移動 

流量出力信号現在設定 

４－２０ｍＡ 

１－５Ｖ 

０－１０Ｖ 

数値移動 

流量入力信号現在設定 

４－２０ｍＡ 

１－５Ｖ 

０－１０Ｖ 

制御開始入力現在設定 

制御開始入力有効 

制御開始入力無効 現在目標流量値 目標流量値設定 

桁移動 

数値移動 

＊１ ＊２ ＊３ 
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流量警報出力種別 

＊１ ＊２ ＊３ 

流量警報１ 

流量警報２ 

バルブ異常 

流量警報出力種別現在値 絶対出力 

流量警報現在値 遅延時間現在値 復帰時間現在値 出力接点現在値 

流量警報設定 遅延時間設定 復帰時間設定 Ａ接点 

Ｂ接点 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

流量警報１と同様 

遅延時間現在値 バルブ全閉異常現在値 出力接点現在値 

Ａ接点 

Ｂ接点 

遅延時間設定 バルブ全閉異常有効 

バルブ全閉異常無効 
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１．４．２動作設定メニューの機能、操作 

項目設定メニューで『ＨＥ．３』が表示されているときに、【ENT.】キーを押すと、動作設

定メニューに入ります。メニュー番号（３－０１～３－０６）が表示されている画面で【MODE】

キーを２秒以上押すと、項目設定メニューに戻ります。 

 

   ◇３－０１ 流量制御操作 

ここでは、流量制御をするときの操作方法、流量入出力信号、RS-485 通信のアドレスの設

定を行います。流量制御操作は、 

・流量制御の開始操作をコントローラからの操作、外部接点による操作、RS-485 通信から

操作する『ｄＥＧ．』 

・流量制御の開始操作を流量入力信号および外部接点による操作で行う『ＡｎＡ．』 

の設定があります。 

   それぞれの設定における、流量制御開始操作は以下になります。 

 

表４－５ 流量制御開始操作－流量制御操作設定一覧表 

流量制御開始操作 

 

流量制御操作設定 

コントローラ操作 

（【ENT.】キーを押す） 

制御開始入力 

接点 閉 

流量入力信号 

（５％以上） 

『ｄＥＧ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
○ × × 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
× ○ × 

『ＡｎＡ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
× × ○ 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
× ○注) 

注) 制御開始入力接点が閉かつ流量入力信号が５％以上で流量制御開始となります。 

 

 

●流量制御開始操作の詳細は第Ⅴ編 運転、操作、機能の１．運転方法を参照してく

ださい。 

 

  ・設定方法『ｄＥＧ．』 

１． 主要表示部に『３－０１』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２． 現在の操作設定（『ｄＥＧ．』または『ＡｎＡ．』）が表示されますので、変更するとき

は【ENT.】キーを押してください。 

３． 現在の設定が点滅しますので【縦移動】キーで『ｄＥＧ．』を表示させ、【ENT.】キー

を押してください。 

４． 次に、現在の RS-485 の通信アドレスが表示されます。（『Ａｄｒ．番号』）変更を行う

には【ENT.】キーを（説明５へ）、行わない場合には、【縦移動】キーを(説明６へ)押

してください。 
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５． 『Ａｄｒ．番号』の番号部分が点滅します。RS-485 通信のアドレスを入力します。【縦

移動】キーで、数値の選択、【横移動】キーで桁の選択を行い、【ENT.】キーで確定し

ます。 

６． 流量出力信号の現在値が表示されます。変更を行う場合は、【ENT.】キーを（説明７へ）

行わない場合は【縦移動】キーを（説明８へ）押してください。 

７． 『Ａ.信号種別』の信号種別の部分が点滅します。【縦移動】キーを押していくと設定

値が選択できます。【ENT.】キーで確定します。 

表４－６ 表示と流量出力信号 

８． 次に、制御開始入力の現在の設定が表示されます。（『ＥＣ． ｏｎ』または『ＥＣ．

ｏＦＦ．』）変更を行うには【ENT.】キーを（説明９へ）、行わない場合には、【縦移動】

キーを(説明１０へ)押してください。 

９． 『ＥＣ． ｏｎ』または『ＥＣ．ｏＦＦ．』のｏｎ．またはｏＦＦ．の部分が点滅しま

す。【縦移動】キーで設定の選択を行い、【ENT.】キーで確定します。 

１０． RS-485 通信アドレス、流量出力信号の現在設定値表示、制御開始入力の画面で【MODE】

キーを押すと、操作設定の現在設定値表示（『ｄＥＧ．』）になります、ここで【MODE】

キーを押すと『３－０１』まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－４ ３－０１『ｄＥＧ．』操作フロー 

 

 

●RS-485 通信のアドレス入力範囲は、1～99 となります。 

●RS-485 通信は弊社での出荷設定やメンテナンス用の項目のため、通信アドレスの

設定は、任意の値でかまいません。 

主要表示部 表示 流量出力信号 

Ａ．４－２０ DC4-20mA 

Ａ．１－０５ DC1-5V 

Ａ．０－１０ DC0-10V 

制御開始入力無効 １－５Ｖ 

０－１０Ｖ 

桁移動 
数値移動 

流量制御操作設定 操作方法現在値 操作方法設定 制御開始入力現在設定 

制御開始入力有効 

RS-485 通信ｱﾄﾞﾚｽ現在値 流量出力信号現在設定 

４－２０ｍＡ 
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・設定方法『ＡｎＡ．』 

１． 主要表示部に『３－０１』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２． 現在の操作設定（『ｄＥＧ．』または『ＡｎＡ．』）が表示されますので、変更するとき

は【ENT.】キーを押してください。 

３． 現在の設定が点滅しますので【縦移動】キーで『ＡｎＡ．』を表示させ、【ENT.】キー

を押してください。 

４． 次に、流量入出力信号の現在の設定が表示されます。変更を行う場合は、【ENT.】キー

を（説明５へ）行わない場合は【縦移動】キーを（説明６へ）押してください。 

５． 『Ａ.信号種別』の信号種別の部分が点滅します。【縦移動】キーを押していくと設定

値が選択できます。【ENT.】キーで確定します。 

表４－７ 表示と流量入出力信号 

主要表示部 表示 流量入出力信号 

Ａ．４－２０ DC4-20mA 

Ａ．１－０５ DC1-5V 

Ａ．０－１０ DC0-10V 

６．次に、制御開始入力の現在の設定が表示されます。（『ＥＣ． ｏｎ』または『ＥＣ．

ｏＦＦ．』）変更を行うには【ENT.】キーを（説明７へ）、行わない場合には、【縦移動】

キーを(説明８へ)押してください。 

７．『ＥＣ． ｏｎ』または『ＥＣ．ｏＦＦ．』のｏｎ．またはｏＦＦ．の部分が点滅しま

す。【縦移動】キーで設定の選択を行い、【ENT.】キーで確定します。 

 

 

●『ＡｎＡ．』の設定で流量制御操作を行うときは、流量入力信号と出力信号は同じ

種類になります。異なる入出力信号の設定はできません。 

 

８．流量入出力信号、制御開始入力の現在設定値表示の画面で【MODE】キーを押すと、操作

設定の現在設定値表示（『ＡｎＡ．』）になります、ここで【MODE】キーを押すと『３－０

１』まで戻ります。 

 



 

39 
IM-F2339-J01

図４－５ ３－０１『ＡｎＡ．』操作フロー 

 

◇３－０２目標流量値 

ここでは、『ｄＥＧ．』にて流量制御を行う場合の目標流量値を設定します。 

 

 

●『ＡｎＡ．』の設定で流量制御操作を行うときは、目標流量値の設定は可能ですが、

流量制御時の目標流量値は流量入力信号で指示されます。 

 

・設定方法 

１．主要表示部に『３－０２』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．現在の目標流量値（『Ｓ．目標流量値』）が表示されますので、変更するときは【ENT.】

キーを押してください(説明３へ)。行わない場合は【MODE】キーを押してください。

表示は『３－０２』になります。 

３．表示は『Ｓ．目標流量値』の目標流量値が点滅します。目標流量値を入力します。【縦

移動】キーで、数値の選択、【横移動】キーで桁の選択を行い、【ENT.】キーで確定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－６ ３－０２目標流量値設定操作フロー

制御開始入力現在設定 

制御開始入力有効 

制御開始入力無効 

流量入力信号現在設定 

４－２０ｍＡ 

１－５Ｖ 

０－１０Ｖ 

流量制御操作設定 操作方法現在値 操作方法設定 

目標流量値設定 現在目標流量値 目標流量値設定 

桁移動 

数値移動 
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●目標流量値は、本製品の流量制御範囲を超える値を設定することはできません。目

標流量設定範囲は下表の範囲で設定してください。 

 製品記号 目標流量設定範囲 製品記号 目標流量設定範囲 

FCV-210A-3/8 1.0～10.0L/min FCV-202A-3/8 
0.4～2.0L/min 

FCV-205A-3/8 0.5～5.0L/min FCV-202A-1/4 
 

 

◇３－０３ 流量警報出力種別 

ここでは、流量警報１、流量警報２の出力方法の設定を行います。出力方法は絶対出力『Ａ

ｂ.』と相対出力『ｒＥ.』になります。 

・絶対出力『Ａｂ.』 

設定された流量警報値以上（または以下）になると流量警報が出力されます。目標流量値

が変更されても流量警報が出力される流量の値は変わりません。 

 

・相対出力『ｒＥ.』 

目標流量値に対して相対的な出力をします。目標流量値＋流量警報値以上（または目標流

量値－流量警報値以下）で流量警報が出力されます。目標流量値が変更されると、それに

追従して流量警報が出力される流量の値が変化します。 

目標流量値＋流量警報値以上で設定したときは、流量警報が出力される流量上限の値は流

量計の範囲の１１０％ＦＳ．となります。 

目標流量値－流量警報値以下で設定したときは、流量警報が出力される流量下限値は 

０Ｌ／ｍｉｎとなります。 

 

例１） 

製品型式：ＦＣＶ－２０５Ａ－３／８ 

流量警報１：上限１Ｌ／ｍｉｎ 

流量警報２：下限２Ｌ／ｍｉｎ 

目標流量値：３Ｌ／ｍｉｎ 

     

    この時の流量警報１、２の出力は下記のようになります。 

流量警報１が出力されるのは現在流量値が 

３Ｌ／ｍｉｎ（目標流量値）＋１Ｌ／ｍｉｎ（流量警報１）＝４Ｌ／ｍｉｎ以上で出力 

流量警報２が出力されるのは、現在流量値が 

３Ｌ／ｍｉｎ（目標流量値）－２Ｌ／ｍｉｎ（流量警報１）＝１Ｌ／ｍｉｎ以下で出力 
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例２） 

製品型式：ＦＣＶ－２０５Ａ－３／８ 

流量警報１：上限４Ｌ／ｍｉｎ 

流量警報２：下限４Ｌ／ｍｉｎ 

目標流量値：３Ｌ／ｍｉｎ 

 

この時の流量警報１、２の出力は下記のようになります。 

流量警報１が出力されるのは現在流量値が、 

３Ｌ／ｍｉｎ（目標流量値）＋４Ｌ／ｍｉｎ（流量警報１）＝７Ｌ／ｍｉｎとなります

が、流量計の範囲の１１０％ＦＳ．である５．５Ｌ／ｍｉｎをこえるため、 

５．５Ｌ／ｍｉｎ以上で出力 

流量警報２が出力されるのは、現在流量値が 

３Ｌ／ｍｉｎ（目標流量値）－４Ｌ／ｍｉｎ（流量警報１） 

＝－１Ｌ／ｍｉｎ以下で出力となりますが、０Ｌ／ｍｉｎ以下となるため、 

０Ｌ／ｍｉｎ以下で出力 

 

・設定方法 

１．主要表示部にに『３－０３』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．現在の出力種別設定（『Ａｂ.』または『ｒＥ.』）が表示されますので、変更するとき

は【ENT.】キーを押してください（説明３へ）。行わない場合は【MODE】キーを押して

ください。画面は『３－０３』になります。 

３．表示は出力種別の設定が点滅します。【縦移動】キーで、設定の選択を行い、【ENT.】

キーで確定します。 

 

図４－７ ３－０３流量警報出力種別設定操作フロー 

 

流量警報出力種別設定 流量警報出力種別現在値 絶対出力 相対出力 
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◇３－０４流量警報１ 

ここでは流量警報１の値、流量警報遅延時間、流量警報復帰時間、接点の設定を行います。

流量警報が出力中でも制御は継続し、また、流量制御を停止していても流量警報の出力はされ

ます。流量警報１が出力されたときは《EV1》ランプが点灯します。 

  ・流量警報値 

   流量警報１を出力する値です。上限、下限の設定ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図４－８ 上限値、下限値の設定による流量警報出力タイムチャート） 

 

 

 

 

●上限値、下限値の設定による流量警報出力タイムチャートは、接点の設定がＡ接点

の場合を表しています。Ｂ接点の場合は、ｏｎ、ｏｆｆが逆になります。接点の設

定については、本項の接点の項目を参照ください。 

  ・流量警報遅延時間 

   流量警報の出力する条件を満たしても、設定した時間を経過するまで出力を遅延する機能

です。流量警報の出力条件が継続して設定時間を経過すると流量警報を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－９ 流量警報遅延時間設定時の流量警報出力タイムチャート

流量 

時間 

現在流量

流量警報設定値 

現在流量

流量警報設定値 

流量警報設定 

（上限） 

警報出力ＯＮ 

警報出力ＯＦＦ 

流量警報設定 

（下限） 

流量 

時間 

現在流量

流量警報設定値 

現在流量

流量警報設定値 

出力遅延時間 
０秒 

出力遅延時間 
α秒 

α秒 

警報出力ＯＮ 

警報出力ＯＦＦ 

α秒 

警報出力ＯＮ 

警報出力ＯＦＦ 

警報出力ＯＮ 

警報出力ＯＦＦ 
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●流量警報遅延時間設定時の流量警報出力タイムチャートは、流量警報値の設定が上

限の場合を示しています。 

●流量警報遅延時間設定時の流量警報出力タイムチャートは、接点の設定がＡ接点の

場合を示しています。Ｂ接点の場合は、ｏｎ、ｏｆｆが逆になります。接点の設定

については、本項の接点の項目を参照ください。 

 

・流量警報復帰時間 

流量警報復帰時間は流量警報出力後、流量警報の出力解除の条件を満たしても、設定した

時間だけ出力解除を遅延する機能です。流量警報の解除条件が継続して設定時間を経過す

ると流量警報出力を解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１０ 流量警報復帰時間設定時の流量警報出力タイムチャート 

 

 

 

 

●流量警報復帰時間設定時の流量警報出力タイムチャートは、流量警報値の設定が上

限の場合を示しています。 

●流量警報復帰時間設定時の流量警報出力タイムチャートは、接点の設定がＡ接点の

場合を示しています。Ｂ接点の場合は、ｏｎ、ｏｆｆが逆になります。接点の設定

については、本項の接点の項目を参照ください。 

 

  

流量 

時間 

現在流量

流量警報設定値 

現在流量

流量警報設定値 

警報復帰時間 
０秒 

警報復帰時間 
α秒 

α秒 

警報出力ＯＦＦ 

警報出力ＯＮ 

警報出力ＯＦＦ 

α秒 
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・接点 

流量警報出力信号はＡ接点『Ｃｏｎ．Ａ』、Ｂ接点『Ｃｏｎ．ｂ』の選択が可能です。Ａ接

点『Ｃｏｎ．Ａ』は流量警報出力でｏｎ、出力解除でｏｆｆ。Ｂ接点『Ｃｏｎ．ｂ』は流

量警報出力でｏｆｆ、出力解除でｏｎになります。 

 

 

●Ｂ接点選択時であっても供給電源遮断時には出力はｏｆｆとなります。 

●《EV1》ランプの点灯は、接点の設定によらず、常にＡ接点『Ｃｏｎ．Ａ』の動作と

同様になります。 

 

・設定方法 

１．主要表示部に『３－０４』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『￣』（下限値の場合は＿）が点滅し現在の流量警報１が表示されます。流量警報値１

を変更する場合は、【ENT.】キーを（説明３へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを

（説明５へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動

を行い、流量警報 1 の値を入力してください。入力後【横移動】キーで『￣』または

『＿』を点滅させ、【縦移動】キーで上限（￣）、下限（＿）を選択してください。入

力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．流量警報 1を確定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押してくださ

い。 

５．『ｄＬ.』が点滅し、現在の流量警報遅延時間が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明６へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明７へ）押してください。 

６．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動

を行い流量警報遅延時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

７．流量警報遅延時間を確定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押して

ください。 

８．『ｒＥ.』が点滅し、現在の流量警報復帰時間が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明９へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明１１へ）押してくださ

い。 

９．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動

を行い流量警報復帰時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。
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１０．流量警報復帰時間を確定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押し

てください。 

１１．『Ｃｏｎ．』が点滅し、現在の接点（『Ｃｏｎ．Ａ』または『Ｃｏｎ．ｂ』）が表示さ

れます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明１２へ）、変更しない場合は【縦移

動】キーを（説明１３へ）押してください。 

１２．『Ａ.』または『ｂ.』が点滅しますので、【縦移動】キーで選択してください。選択

後【ENT.】キーで値が確定します。 

１３．接点を確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【縦移動】キーを押すと、流量

警報の現在設定の表示になります。また、各現在設定表示の画面で【MODE】キーを

押すと『３－０４』の画面まで戻ります。 

図４－１１ ３－０４流量警報１設定操作フロー 

 

◇３－０５流量警報２ 

   ここでは流量警報２の値、出力遅延時間、復帰時間、接点の設定を行います。機能、設定

方法は流量警報流量１と同様になりますので、◇３－０４流量警報 1 を参照してください。

流量警報２が出力されると、《EV2》ランプが点灯します。 

 

◇３－０６バルブ異常 

   バルブ異常は、流量制御が設定された時間以内に完了、安定しないとバルブ異常を出力し

ます。また、設定によりバルブ全閉時に流量計により流量が検出されたときもバルブ異常と

して出力させることが可能です。ここではバルブ異常のバルブ異常遅延時間、バルブ全閉異

常、接点の設定を行います。 

 

 ・バルブ異常遅延時間 

  流量制御時に、ここで設定した時間を経過しても目標流量値±流量精度範囲設定値に現在流

量値が２秒以上継続して収まらない場合、バルブ異常を出力します。目標流量値±流量精度

範囲設定値の範囲に２秒以上継続して収まった場合は、バルブ異常は解除されます。

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

流量警報１ 流量警報現在値 

流量警報値設定 

遅延時間現在値 

遅延時間設定 

復帰時間現在値 

復帰時間設定 

出力接点現在値 

Ａ接点 

Ｂ接点 
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図４－１２ バルブ異常遅延時間の設定によるバルブ異常出力タイムチャート 

 

 

 

●バルブ異常遅延時間の設定によるバルブ異常出力タイムチャートは、接点の設定が

Ａ接点の場合を示しています。Ｂ接点の場合は、ｏｎ、ｏｆｆが逆になります。接

点の設定については、本項の接点の項目を参照してください。 

 

・バルブ全閉異常 

   バルブ全閉異常を『ＣＥ．ｏｎ』の設定にすると、以下の条件のときに流量計範囲の５％

ＦＳ．以上の流量が検出されたときにバルブの全閉異常と判断し、バルブ異常を出力します。 

１．強制閉操作を行ったとき。 

２．制御設定メニュー ４－０３停止位置選択『ＣＬ.』の設定で、流量制御動作停止中の

とき。 

３．電源投入後に流量制御を行わず、待機中のとき。 

  

 ・接点 

   バルブ異常はＡ接点『Ｃｏｎ．Ａ』、Ｂ接点『Ｃｏｎ．ｂ』の選択が可能です。Ａ接点『Ｃ

ｏｎ．Ａ』は出力でｏｎ、出力解除でｏｆｆ。Ｂ接点『Ｃｏｎ．ｂ』は出力でｏｆｆ、出力

解除でｏｎになります。    

 

 

●Ｂ接点選択時には、供給電源遮断時には、出力がｏｆｆとなります。 

●《EV1》ランプ、《EV2》ランプの点灯は、接点の設定によらず、常に、Ａ接点『Ｃｏ

ｎ．Ａ』の動作と同様になります。 

流量 

時間 

目標流量値±流量精度範囲 現在流量

バルブ異常遅延時間 
０秒 

異常出力ＯＮ 

異常出力ＯＦＦ 

バルブ異常時間 
α秒 

α秒 

流量制御開始 

異常出力ＯＮ 

異常出力ＯＦＦ 

α秒 α秒 
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  ・設定方法 

１．主要表示部に『３－０６』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｄＬ.』が点滅し、現在のバルブ異常遅延時間が表示されます。変更する場合は、

【ENT.】キーを（説明 3へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明 5へ）押して

ください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動

を行いバルブ異常遅延時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定しま

す。 

４．バルブ異常遅延時間を確定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押し

てください。 

５．『ＣＥ.』が点滅し、現在の設定（『ＣＥ. ｏｎ』または『ＣＥ．ｏＦＦ』）が表示され

ます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明 6 へ）、変更しない場合は【縦移動】キ

ーを押してください（説明 8へ）。 

６．『ｏｎ.』または『ｏＦＦ.』が点滅しますので、【縦移動】キーで選択してください。

選択後【ENT.】キーで確定します。 

７．バルブ全閉異常を設定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押してく

ださい。 

８．『Ｃｏｎ.』が点滅し、現在の接点（『Ｃｏｎ.Ａ』または『Ｃｏｎ.ｂ』）が表示されま

す。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明９へ）、変更しない場合は【縦移動】キー

を（説明１０へ）押してください。 

９．『Ａ.』または『ｂ.』が点滅しますので、【縦移動】キーで選択してください。選択後

【ENT.】キーで値が確定します。 

１０．接点を確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【縦移動】キーを押すと、流量

警報の現在設定の表示になります。また、各現在設定表示の画面で【MODE】キーを

押すと『３－０６』の画面まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１３ ３－０６バルブ異常設定操作フロー 

桁移動 

数値移動 

バルブ異常 遅延時間現在値 

遅延時間設定 

バルブ全閉異常現在値

バルブ全閉異常有効 

バルブ全閉異常無効 

出力接点現在値 

Ａ接点 

Ｂ接点 
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１．５制御設定メニュー 

制御設定メニューは、ＰＩＤ値、流量精度範囲など流量制御に関わる設定を行うメニューで

す。 

表４－８ 制御設定メニュー一覧表 

メニュー 

番号 
項 目 内 容 主要表示部 ランプ 

操作、 

設定範囲 
単位 備考 

□４－０１ 
第一ＰＩＤ

値 

第一ＰＩＤの 

各種設定を 

行います。 

Ｐ値 
Ｐ．■■■．■ 4 桁 

（小数点以下 1桁） 

 

０．０～９９９．９ 

  Ｉ値 
Ｉ．■■．■■ 4 桁 

（小数点以下２桁） 
０．００～９９．９９ 

Ｄ値 
Ｄ．■■．■■ 4 桁 

（小数点以下２桁） 
０．００～９９．９９ 

□４－０２ 
流量精度 

範囲 

目標流量値に 

対しての流量 

制御の許容 

範囲を設定 

します。 

Ｐｒ．■■．■ 

3桁（小数点1桁） 

 

０．３～３．０ ％FS.  

□４－０３ 
停止位置 

選択 

流量入力信号が 

５％以下の時の 

バルブの動作の 

設定をします。 

全閉 □□□ＣＬ． 

 
□□□ＣＬ． 

□□ＳｔＰ． 
  

現位置停止 □□ＳｔＰ． 

□４－０４ 
バルブ制御 

出力間隔 

バルブへの制御

を 

出力する間隔の 

設定を行います。 

ｔ．□■■．■ 

3 桁（小数点 1桁） 
 ０．１～６０．０ 秒  

□４－０５ 
表示移動 

平均 

現在流量値の 

表示移動平均回

数の 

設定を行います。 

ＩＡ．□■■ 

2 桁（小数点 0桁） 
 １～３０ 回  

□４－０６ 
表示更新 

時間 

現在流量値の 

表示を更新する 

時間の設定を 

行います。 

Ｉｔ．■■．■ 

3 桁（小数点 1桁） 
 ０．１～３０．０ 秒  

□４－０７ 
外部出力 

移動平均 

外部への流量 

出力信号の移動 

平均回数を設定 

します。 

ｏＡ．□■■． 

2 桁（小数点 0桁） 
 １～３０ 回  

□４－０８ 
外部出力 

更新時間 

外部への流量 

出力信号を 

更新する時間の 

設定を行います。 

ｏｔ．■■．■ 

3 桁（小数点 1桁） 
 ０．１～３０．０ 秒  

□４－０９ 
閉側ＰＩＤ 

補正係数 

流量制御時に、 

バルブ閉側 

動作量の増減を 

設定できます。 

ＤＰ．■■■． 

3 桁（小数点０桁） 
 ３０～１５０ ％  

□４－１０ 
第二 

ＰＩＤ値 

第二ＰＩＤの 

各種設定を 

行います。 

Ｐ値 
Ｐ．■■■．■ 4 桁 

（小数点以下 1桁） 

 

０．０～９９９．９ 

 

 

Ｉ値 
Ｉ．■■．■■ 4 桁 

（小数点以下２桁） 
０．００～９９．９９ 

Ｄ値 
Ｄ．■■．■■ 4 桁 

（小数点以下２桁） 
０．００～９９．９９ 

切替値 
Ａ．■■■．■ 4 桁 

（小数点以下 1桁） 
０．０～１００．０ ％FS. 
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１．５．１制御設定メニュー操作フロー 

 

制御設定メニュー 第一ＰＩＤ Ｐ値現在値 Ｉ値現在値 

Ｐ値設定 

Ｄ値現在値 

Ｉ値設定 Ｄ値設定 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

２秒以上長押し 

＊１ ＊２ ＊３ 

流量精度範囲 流量精度範囲現在値 流量精度範囲設定 

桁移動 

数値移動 

停止位置選択 停止位置現在値 全閉停止 現位置停止 

バルブ制御出力間隔 出力間隔現在値 出力間隔設定 

表示移動平均 表示移動平均現在値 表示移動平均設定 

表示更新時間 表示更新時間現在値 表示更新時間設定 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 



 

50 
IM-F2339-J01

外部出力移動平均 外部出力移動平均現在値 外部出力移動平均設定 

外部出力更新時間 外部出力更新時間現在値 外部出力更新時間設定 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

第二ＰＩＤ Ｐ値現在値 Ｉ値現在値 

Ｐ値設定 

Ｄ値現在値 

Ｉ値設定 Ｄ値設定 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

切換値現在値 

切換値設定 

桁移動 

数値移動 

補正係数現在値 補正係数設定 

桁移動 

数値移動 

閉側ＰＩＤ補正係数 

＊１ ＊２ ＊３ 
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１．５．２ 制御設定メニューの機能、操作 

項目設定メニューで『ＨＥ．４』が表示されているときに、【ENT.】キーを押すと、制御設定

メニューに入ります。メニュー番号（４－０１～４－１０）が表示されている画面で【MODE】

キーを２秒以上押すと、項目設定メニューに戻ります。 

 

◇４－０１ 第一ＰＩＤ値 

ここでは、流量制御を行う、比例動作、積分動作、微分動作を行うためのパラメータＰＩＤ

値の設定を行います。 

 

・Ｐ値設定（比例動作） 

   比例帯の値の設定を行います。比例動作は、目標流量値と現在流量値の差（偏差）に比例

してバルブを動作させます。一般的な傾向として値が大きいと、流量制御が緩やかになり、

制御が安定しますが、応答性が悪くなります。また、偏差が一定値残留してしまう、オフセ

ットが生じることがあります。逆に値が小さいと、応答性は速くなり、オフセットは生じに

くくなりますが、ハンチングが起きるなど制御が安定しにくくなります。 

 

・Ｉ値設定（積分動作） 

   積分値の設定を行います。比例動作のみだとオフセットが生じることがありますが、積分

動作を加えることで、時間の経過と共にオフセットを解消することができます。一般的な傾

向として値が大きいと、オフセットの解消に時間はかかりますが、流量制御が緩やかになり、

制御が安定しやすくなります。逆に値が小さいと、オフセットの解消が速くなりますが、ハ

ンチングが起きるなど制御が安定しにくくなります。 

 

・Ｄ値設定（微分動作） 

   比例動作、積分動作は現在流量値を目標流量値に近づけていく訂正動作となります。した

がって急激に何らかの理由により流量が変化した場合（外乱）、応答性が遅くなります。比例

動作、積分動作に微分動作を加えることで、外乱に対してバルブを大きく操作し早く元の流

量に近づけようと制御します。 

   一般的な傾向として値が大きいと、外乱への反応に時間がかかりますが制御が緩やかにな

り、制御が安定しやすくなります。逆に値が小さいと、外乱への反応は早くなりますが、多

少ハンチングが起きるなど制御が安定しにくくなります。 

 

 ●ＰＩＤの値は、使用条件により異なります。必ず試運転を行い、適切な流量制御を

行うか確認してください。 

 



 

52 
IM-F2339-J01

 

・設定方法 

１．主要表示部に『４－０１』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『Ｐ.』が点滅し、現在のＰ値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明３

へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明５へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い、Ｐ値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。値を確定後、現在

設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押してください。 

４．『Ｉ.』が点滅し、現在のＩ値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明６

へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明７へ）押してください。 

５．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い、Ｉ値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

６．Ｉ値を確定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押してください。 

７．『ｄ.』が点滅し、現在のＤ値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明９

へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明１０へ）押してください。 

８．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い、Ｄ値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

９．Ｄ値を確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【縦移動】キーを押すと、Ｐ値の現在

設定の表示になります。また、各現在設定表示の画面で【MODE】キーを押すと『４－０１』

の画面まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１４ ４－０１第一ＰＩＤ設定操作フロー 

 

桁移動 

数値移動 

第一ＰＩＤ Ｐ値現在値 

Ｐ値設定 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

Ｉ値現在値 

Ｉ値設定 

Ｄ値現在値 

Ｄ値設定 
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◇４－０２流量精度範囲 

 流量精度範囲の設定は、目標流量値に対しての精度範囲をＦＳ．％で設定します。この範囲

に２秒以上継続して収まれば、《SP》ランプが点灯し流量制御安定と判断します。この範囲をは

ずれると、《SP》ランプが点滅し流量制御を再開します。 

 

・設定方法 

１．主要表示部に『４－０２』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『Ｐr.』が点滅し、現在の流量精度範囲が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを

（説明 3へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明 4へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い出力遅延時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．流量精度範囲が確定後、現在設定の表示に戻ります。【MODE】キーを押すと『４－０２』の

画面まで戻ります。  

 

 

 

 

 

 

 

図４－１５ ４－０２流量精度範囲操作フロー 

 

桁移動 

数値移動 

流量精度範囲設定 流量精度範囲現在値 流量精度範囲 
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◇４－０３停止位置選択 

  停止位置選択は、流量制御停止時のバルブの動作を設定します。流量制御停止時に設定を全

閉停止『ＣＬ.』にしているとバルブは全閉となります。現位置停止『ＳｔＰ.』にしていると

現在の成り行き開度で停止します。 

 

 

●設定が『ＳｔＰ.』でも、流量入力信号が徐々に下がるような場合は、全閉となっ

てしまう事があります。 

●電源投入時および強制閉機能を使用した場合は『ＣＬ.』、『ＳｔＰ.』の設定にかか

わらずバルブは全閉となります。 

●流量制御停止操作の詳細は第Ⅴ編 運転、操作、機能の１．運転方法を参照してく

ださい。 

・設定方法 

１．主要表示部に『４－０３』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．現在の設定値（『ＣＬ.』または『ＳｔＰ.』）が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを押してください。（説明４へ） 

３．設定値が点滅しますので、【縦移動】キーで選択し、【ENT.】キーで確定します。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。【MODE】キーを押すと『４－０３』の画面まで戻り

ます。  

図４－１６ ４－０３停止位置選択操作フロー 

 

◇４－０４バルブ制御出力間隔 

  バルブ制御出力間隔は、流量制御を行うときにバルブに対しての制御を出力する時間を設定

します。この時間を長くすることで、応答性が悪くなりますが、制御が安定しやすくなります。 

・設定方法 

１．画面に『４－０４』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｔ.』が点滅し、現在のバルブ制御出力間隔が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い、出力遅延時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと『４－０４』の画面

まで戻ります。 

 

  

 

 

 

 

図４－１７ ４－０４バルブ制御出力間隔操作フロー 

 

全閉停止 停止位置現在値 停止位置選択 現位置停止 

出力間隔設定 出力間隔現在値 バルブ制御出力間隔 

桁移動 

数値移動 
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◇４－０５表示移動平均、４－０６表示更新時間 

  表示移動平均、表示更新時間は現在流量を表示させるときに、コントローラが流量計より受

け取った値を、設定された回数、更新時間で移動平均処理を行います。表示移動平均の設定値

を１にすると流量計の測定値をそのまま現在流量として表示します。回数を多く設定すると現

在流量の表示の応答性は悪くなりますが、ちらつきや、ぶれを防止することができます。 

 

・設定方法（表示移動平均） 

１．主要表示部に『４－０５』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｉＡ.』が点滅し、現在の表示移動平均回数が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い、表示移動平均回数を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと『４－０５』の画面

まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

図４－１８ ４－０５表示移動平均操作フロー 

 

・設定方法（表示更新時間） 

１．主要表示部に『４－０６』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｉｔ.』が点滅し、現在の表示更新時間が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キ

ーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い、表示更新時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと『４－０６』の画面

まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

図４－１９ ４－０６表示更新時間操作フロー 

 

表示移動平均設定 表示移動平均現在値 表示移動平均 

桁移動 

数値移動 

表示更新時間設定 表示更新時間現在値 表示更新時間 

桁移動 

数値移動 
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◇４－０７外部出力移動平均 ４－０８外部出力更新時間 

外部出力移動平均、外部出力更新時間は流量出力信号をコントローラが流量計より受け取っ

た値を、設定された回数、更新時間で移動平均処理を行います。外部出力移動平均の設定値を

１にすると流量計より受け取った値をそのまま出力します。回数を多く設定すると、外部信号

のぶれを防止できますが、応答性が悪くなります。 

 

 ・設定方法（外部出力移動平均） 

１．主要表示部に『４－０７』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｏＡ.』が点滅し、現在の外部出力移動平均回数が表示されます。変更する場合は、

【ENT.】キーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してくだ

さい。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い、外部出力移動平均回数を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定しま

す。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと『４－０７』の画面

まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２０ ４－０７外部出力移動平均設定操作フロー 

 

・設定方法（外部出力更新時間） 

１．主要表示部に『４－０８』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｏｔ.』が点滅し、現在の外部出力更新時間が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い、外部出力更新時間を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと『４－０８』の画面

まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２１ ４－０８外部出力更新時間設定操作フロー 

 

外部出力移動平均設定 外部出力移動平均現在値 外部出力移動平均 

桁移動 

数値移動 

外部出力更新時間設定 外部出力更新時間現在値 外部出力更新時間 

桁移動 

数値移動 
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◇４－０９閉側ＰＩＤ補正係数 

  閉側ＰＩＤ補正係数は、この値を設定することで流量制御動作時にバルブの閉方向への動作

を、開方向への動作より速く（または遅く）する機能です。 

設定値を１００．０にすると、本機能は無効となります。１００．０より上の値を設定する

とより速い動作に、１００．０より下の値を設定すると遅い動作になります。 

 

・設定方法 

１．主要表示部に『４－０９』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｄＰ.』が点滅し、現在の閉側ＰＩＤ補正係数が表示されます。変更する場合は、【ENT.】

キーを（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い閉側ＰＩＤ補正係数を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと『４－０９』の画面

まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

図４－２２ ４－０９閉側ＰＩＤ補正係数設定操作フロー 

 

桁移動 

数値移動 

補正係数設定 補正係数現在値 閉側ＰＩＤ補正係数 
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◇４－１０第二ＰＩＤ値 

  ここでは第二ＰＩＤの値と、第一ＰＩＤから第二ＰＩＤに切替る値を設定します。第二ＰＩ

Ｄを設定すると切替値に応じて、４－０１ 第一ＰＩＤ値で設定した第一ＰＩＤを、第二ＰＩ

Ｄに切替え、より安定する制御（第二ＰＩＤのそれぞれの値を、第一ＰＩＤに比較して大きい

値を設定したとき）や、速い制御（第二ＰＩＤのそれぞれの値を、第一ＰＩＤに比較して小さ

い値を設定したとき）を行うことが出来ます。第一ＰＩＤと第二ＰＩＤの切替は以下のように

行われます。 

  第一ＰＩＤから第二ＰＩＤへの切替 

・現在流量値が目標流量値±切替値の範囲になったとき。 

切替値＝１００×（目標流量値－現在流量値）／最大流量値（％） 

 

第二ＰＩＤから第一ＰＩＤへの復帰 

・流量制御安定した状態（SP ランプ点灯）から、流量制御を再開して、目標流量値±切替値

の範囲を超えたとき。 

・流量制御停止が操作されたとき。 

また、切替値を０．０％に設定すると、第二ＰＩＤを設定しても、切替え動作は行われま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２３ 第一、第二ＰＩＤ切換タイミングチャート 

第一ＰＩＤ 

第二ＰＩＤ 

切換値 範囲 目標流量値 

流量 

時間 

←現在流量 
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・設定方法 

１．主要表示部に『４－１０』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『Ｐ.』が点滅し、現在のＰ値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明３

へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明５へ）押してください。 

３．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い、Ｐ値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

４．Ｐ値を確定後、現在設定の表示に戻りますので、【縦移動】キーを押してください。 

５．『Ｉ.』が点滅し、現在のＩ値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明６

へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明７へ）押してください。 

６．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い、Ｉ値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

７．Ｉ値を確定後、現在設定の表示に戻りますので【縦移動】キーを押してください。 

８．『ｄ.』が点滅し、現在のＤ値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説明９

へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明１２へ）押してください。 

９．数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行

い、Ｄ値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

１０． 『Ａ.』が点滅し、現在の切替値が表示されます。変更する場合は、【ENT.】キーを（説

明１１へ）、変更しない場合は【縦移動】キーを（説明１２へ）押してください。 

１１． 数値が点滅しますので、【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を

行い切替値を入力してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。 

１２． 切替値を確定後、現在設定の表示に戻ります。ここで【縦移動】キーを押すと、Ｐ値の

現在設定の表示になります。また、各現在設定表示の画面で【MODE】キーを押すと『４－

１０』の画面まで戻ります。 

 

図４－２４ ４－１０第二ＰＩＤ設定操作フロー 

桁移動 

数値移動 

第一ＰＩＤ Ｐ値現在値 

Ｐ値設定 

桁移動 

数値移動 

桁移動 

数値移動 

Ｉ値現在値 

Ｉ値設定 

Ｄ値現在値 

Ｄ値設定 

桁移動 

数値移動 

切換値現在値 

切換値設定 
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１．６ メンテナンスメニュー 

メンテナンスメニューは、バルブ開度の手動操作、流量入力信号、流量計周波数の補正を行うメニ

ューです。 

表４－１０ メンテナンスメニュー一覧表 

メニュー 

番号 項目 内容 主要表示部 ランプ 
操作、 

設定範囲 
単位 備考 

□６－０１ バルブ手動操作 

0.0～100.0％までの 

数値を入力することで 

バルブ開度の手動操作が 

できます。 

ｒ■■■．■  

バルブ開度 4桁 

（小数点以下１桁） 

 ０．０～１００．０ ％  

□６－０２ 
流量入力信号 

上限補正 

流量入力信号の 

上限を補正します。 
￣□□□□       

□６－０３ 
流量入力信号 

下限補正 

流量入力信号の 

下限を補正します。 
＿□□□□       

□６－０４ 
流量入力信号 

補正リセット 

流量入力信号の 

補正値をリセットします。 
□□ｒＥＳ．       

□６－０５ 
流量計入力周波 

数補正 

流量計の信号を 

９０～１１０％ＦＳ．で 

補正します。 

ｒＥ．■■■．  

流量計信号補正値３桁 

（小数点以下０桁) 

 ９０～１１０ ％FS  

 

１．６．１ メンテナンスメニュー操作フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２秒以上長押し 

メンテナンスメニュー バルブ手動操作 バルブ開度現在値 バルブ開度設定 現在流量値 

桁移動 

数値移動 

流量入力信号上限補正 

流量入力信号補正リセット 

流量入力信号下限補正 

流量計入力周波数補正 

上限補正待機 補正中 

下限補正待機 補正中 

補正リセット待機 リセット中 

周波数補正現在値 周波数補正設定 

桁移動 

数値移動 



 

61 
IM-F2339-J01

１．６．２ メンテナンスメニューの機能、操作 

項目設定メニューで『ＨＥ．６』が表示されているときに、【ENT.】キーを押すとメンテナンス

メニューに入ります。メニュー番号（６－０１～６－０５）が表示されている画面で【MODE】キ

ーを２秒以上押すと、項目設定メニューに戻ります。 

 

◇６－０１バルブ手動操作 

  ここでは、バルブの手動操作ができます。流量制御動作中に手動操作を行うと、流量制御動

作は停止となります。 

  
 

 
●バルブ手動操作を解除すると、本製品の設定や各信号、接点の入力により、即座に

流量制御を開始する場合があります。以下および１．２．１流量制御の開始、停止

で示す、流量制御の停止の条件を満たしていることを確認したうえでバルブ手動操

作の解除を行ってください。 

メニュー３－０１ 

流量制御操作設定 
確認事項 

『ｄＥＧ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 

特になし。 

バルブ手動操作解除後、現在流量表示で【ENT.】

キーを押すことで流量制御が開始されます。 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
制御開始入力の接点が開になっていること。 

『ＡｎＡ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 

流量入力信号が５％以下の値が入力されているこ

と。 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 

流量入力信号が５％以下または、 

制御開始入力の接点が開になっていること。 
 

 
 

●バルブ手動操作を行い、バルブが指定された開度で開となっている状態で、手動操

作を解除すると、流量制御を開始するか、強制閉を行うか、電源の再投入を行うか

をしない限り、指定された開度を維持します。 

●本製品はバルブの開度を測定する部品は搭載されていません。ここで操作、表示さ

れる開度は全閉位置を基準として、出力したモータステップ数より算出した値が表

示されます。使用条件によっては同じ開度表示であっても、実際のバルブの開度が

一定とはならない場合があります。 

●バルブ手動操作はバルブの開度に対して、どれくらいの流量が得られるかを流量制

御の目安とすることを目的としたものです。 

 

・操作方法 

１．主要表示部に『６－０１』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｒ.』が点滅し、現在のバルブ開度が表示されます。バルブを操作する場合は、【ENT.】

キーを（説明３へ）、操作しない場合は【MODE】キーを（説明５へ）押してください。流

量制御中はこの時点では制御を行っているため、バルブ開度は変動している場合があり

ます。 

３．『ｒ．』が点灯しバルブ開度が点滅します。流量制御を行っているときは、ここで流量制

御は停止されます。【縦移動】キーで数値をＵＰさせ、【横移動】キーで桁の移動を行い

バルブの開度を設定してください。入力後【ENT.】キーで値が確定します。
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４．表示全体が点滅し『ｒ.現在流量』が表示されます。ここで再度、バルブの操作を行うに

は【ENT.】キーを押してください。設定したバルブ開度に到達する前に【ENT.】キーを

押すと、その時点での開度で停止しバルブ開度設定に戻ります。【MODE】キーを押すと現

在のバルブ開度表示画面になり、バルブ手動操作は解除されます。現在のバルブ開度表

示画面で【MODE】キーを押すと『６－０１』の画面まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３４ ６－０１バルブ手動操作操作フロー 

 

◇６－０２流量入力信号上限補正 ６－０３流量入力信号下限補正 ６－０４流量入力信号補

正リセット 

  ここでは、外部入力信号のスパンの補正ができます。 

  

・６－０２流量入力信号上限補正 

   コントローラに外部機器より、流量入力信号の上限とする値を入力した状態で、本設定を

おこなうと、以後その値を上限値として認識します。 

 ・６－０３流量入力信号下限補正 

   コントローラに外部機器より、流量入力信号の下限とする値を入力した状態で、本設定を

おこなうと、以後その値を下限値として認識します。 

 ・６－０４外部入力補正リセット 

   ６－０２流量入力信号上限補正、６－０３流量入力信号下限補正で設定した値を、リセッ

トしコントローラ初期値のに戻す機能です。 

 
 

●流量入力信号下限補正を行うときは、必ず流量入力信号上限値より小さい値にして

ください。本製品は流量入力信号の増加で、目標流量値が減少となる動作をさせる

ことはできません。 

●補正範囲の目安は±５％ＦＳ．となります。流量入力信号補正を行う前に、必ず、

入力信号の値を校正されたテスターなどで測定を行ってください。万が一、高電圧、

高電流の信号を入力してしまうと、感電や故障の原因となります。 

 

●本機能でスパンの補正ができるのは、流量入力信号に対してのみです。流量出力信

号は本機能での補正は反映されません。 

●外部入力補正リセットを行うと、上限補正、下限補正ともにリセットされます。ど

ちらか片方だけのリセットは行えません。 

バルブ開度設定 バルブ開度現在値 バルブ手動操作

桁移動 

数値移動 

現在流量値 

ここで流量制御中は流量

制御停止となります。 

ここでは流量制御中であれば流量制御は行われて

います。また、手動操作完了後は流量制御開始条件

を満たしているときは流量制御を開始します。 
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・設定方法（６－０２流量入力信号上限補正） 

１．主要表示部に『６－０２』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『￣』が点灯する待機画面となります。この状態で、流量入力信号の上限値をコントロ

ーラに入力してください。 

３．補正を行う場合は【ENT.】キーを（説明４へ）、行わない場合は【MODE】キーを（説明５

へ）押してください。 

４．表示部で数字が１００～０までカウントダウンし補正完了後、待機画面に戻ります。カ

ウントダウンを行っている間、入力信号は変動させないでください。 

５．待機画面で【MODE】キーを押すと『６－０２』の画面まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３５ ６－０２流量入力信号上限補正操作フロー 

 

 

●流量入力信号の補正中は、入力信号を変動させないでください。カウントダウン中

に入力されている信号の平均値の算出をおこなっているため、入力信号を変動させ

ると予期せぬ値に補正されてしまいます。 

 

・設定方法（６－０３流量入力信号下限補正） 

１．主要表示部に『６－０３』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『＿』が点灯する待機画面となります。この状態で、外部入力信号の下限値をコントロ

ーラに入力してください。 

３．補正を行う場合は【ENT.】キーを（説明４へ）、行わない場合は【MODE】キーを（説明５

へ）押してください。 

４．表示部で数字が１００～０までカウントダウンし補正完了後、待機画面に戻ります。カ

ウントダウンを行っている間、入力信号は変動させないでください。 

５．待機画面で【MODE】キーを押すと『６－０３』の画面まで戻ります。 

補正中 上限補正待機 流量入力信号上限補正

補正中は１００～０まで数値

がカウントダウンされます。 
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図４－３６ ６－０３流量入力信号下限補正操作フロー 

 

 

●流量入力信号の補正中は、入力信号を変動させないでください。カウントダウン中

に入力されている信号の平均値の算出をおこなっているため、入力信号を変動させ

ると予期せぬ値に補正されてしまいます。 

 

・設定方法（６－０４流量入力信号補正リセット） 

１．画面に『６－０４』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｒＥＳ.』が点灯する待機画面となります。リセットを行う場合は【ENT.】キーを（説

明３へ）、行わない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．表示部で数字が１００～０までカウントダウンし補正完了後、待機画面に戻ります。 

４．待機画面で【MODE】キーを押すと『６－０４』の画面まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３７ ６－０４流量入力信号補正リセット操作フロー 

 

◇６－０５流量計入力周波数補正 

   ここでは、流量計の周波数を補正することができます。これを行うことで、配管への設置

状況などにより、実際に流れている流量とコントローラで表示、制御される流量に差異が生

じた場合、調整することが可能です。周波数補正は９０～１１０％間で調整可能です。１０

０％で補正がされていない状態となります。 

  

 
 

●本機能は、流量計からコントローラに入力される周波数を補正しています。従って、

設定値が１００％より下の時は、流量は多く表示されるようになり、上の時は少な

く表示されるようになります。 

 

補正中 下限補正待機 流量入力信号下限補正

補正中は１００～０まで数値

がカウントダウンされます。 

補正中 下限補正待機 流量入力信号下限補正

補正中は１００～０まで数値

がカウントダウンされます。 
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・操作方法 

１．要表示部に『６－０５』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ｒＥ.』が点滅し、現在の流量計入力周波数補正の値が表示されます。変更する場合は、

【ENT.】キーを（説明３へ）、しない場合は【MODE】キーを（説明４へ）押してください。 

３．『ｒＥ．』が点灯し流量計入力周波数補正値が点滅します。【縦移動】キーで数値をＵＰ

させ、【横移動】キーで桁の移動を行い設定してください。入力後【ENT.】キーで値が確

定します。 

４．確定後、現在の流量計入力周波数補正の表示に戻ります。ここで【MODE】キーを押すと

『６－０５』の画面まで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

図４－３８ ６－０５流量計入力周波数補正操作フロー

周波数補正設定 周波数補正現在値 流量計入力周波数補正

桁移動 

数値移動 
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１．７キープロテクトメニュー 

キープロテクトメニューは、キープロテクトの設定を行うメニューです。 

表４－１１ キープロテクトメニュー一覧表 

メニュー 

番号 項目 内容 主要表示部 ランプ 
操作、 

設定範囲 
単位 備考 

□７－０１ キープロテクト設定 
キープロテクトを 

設定します。 

有効 ＫＰ．□ｏｎ  ＫＰ．□ｏｎ   

無効 ＫＰ．ｏＦＦ  ＫＰ．ｏＦＦ     

 

 

１．７．１ キープロテクトメニュー操作フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．７．２ キープロテクトメニューの操作、機能 

キープロテクトの設定を行うと、１．２．１項目設定メニュー操作フローで示すように 

『ＨＥ．１』基本表示メニューと本メニュー以外の操作ができなくなります。全ての設定が完

了し、試運転完了後にキープロテクトを設定することで、第三者による設定の変更、誤操作など

を防ぐことができます。 

 

・設定方法 

１．主要表示部に『ＨＥ．７』と表示させ、【ENT.】キーを押してください。 

２．『ＫＰ.』が点滅し現在の設定が表示されます。設定を変更する場合は、【ENT.】キーを

（説明３へ）、変更しない場合は【MODE】キーを 2 秒以上（説明４へ）押してください。 

３．設定値（『ｏｎ』または『ｏＦＦ』）が点滅しますので、【縦移動】キーで選択後【ENT.】

キーで決定してください。 

４．現在の設定画面に戻りますので、【MODE】キーを 2 秒以上押すと、『ＨＥ．７』に戻りま

す 

 

 

キープロテクトメニュー キープロテクト現在値 

キープロテクト有効 

キープロテクト無効 

２秒以上長押し 
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第 Ⅴ 編 運転、操作、機能 
1.運転方法 

  
 

 
●運転、操作を行う前に、各配線が正しく接続されていることを確認してください。 

●第Ⅳ編 コントローラの設定にて、各種設定が正しく行われていることを確認してくださ

い。 

 

１．１電源投入 

電源投入時は、表示部、各ランプが点灯する表示確認画面が1秒程度、その後プログラムのバージョ

ンが1秒程度表示され、基本表示メニューの現在流量値が表示されます。このとき、以下の事を確認く

ださい。 

・ 表示確認画面で、主要表示部の全てのＬＥＤ、《EV1》ランプ、《EV2》ランプ、《SP》ランプの各ラン

プが点灯するか。 

・ プログラムのバージョンが表示されるか。 

 

 

 

 

図５－１ 電源投入時の画面 

 

  

 

●プログラムのバージョンは予告なく、変更されることがあります。 

●電源投入時、バルブは位置確認のため必ず全閉となります。そのため、電源投入後、約１

０秒程度は全ての操作、接点の入力を受け付けません。 

 

１．２流量制御 

流量制御中は《SP》ランプが点滅します。現在流量が目標流量値±流量精度範囲に２秒以上継続し

て収まると流量制御が安定と判断し、《SP》ランプが点灯します。再び現在流量が目標流量値±流量精

度範囲をはずれると《SP》ランプが点滅し流量制御を再開します。流量制御停止中は《SP》ランプが

消灯します。 

 

１．２．１流量制御の開始、停止 

  流量制御の開始、停止方法は、以下の方式があります。 

・コントローラのパネル操作 

・制御開始入力で行う。 

・外部入力信号で行う。 

・外部入力信号と制御開始入力で行う。 

 

表示確認画面 Ｖｅｒ．表示 現在流量値 

全ての表示が点灯 

電源投入 
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●以下の場合は、制御開始を行うことはできません。 

 ・強制閉が行われているとき。強制閉に関しては本項１．４強制閉を参照ください。 

・電源投入後、約１０秒間（バルブの全閉位置検出のため）。 

・１．５制御設定メニュー ４－０３停止位置選択で『ＣＬ．』全閉位置停止が選択され

ているときは、制御停止後、約１０秒間。 

●制御停止時のバルブは、１．５制御設定メニュー ４－０３停止位置選択で『ＣＬ．』全

閉位置停止のときは全閉で停止します。１．５制御設定メニュー ４－０３停止位置選択

で『ＳｔＰ．』現位置停止のときは直前のバルブの開度で停止します。 

 

◇コントローラのパネル操作で行う場合。 

 １．４動作設定メニューで３－０１流量制御操作が『ｄＥＧ．』、制御開始入力設定が 

『ＥＣ．ｏＦＦ』のときは、コントローラからのパネル操作でのみ流量制御の開始停止が可能です。 

   

  ・制御開始方法 

基本表示メニューで現在流量を、表示させます。ここで【ENT.】キーを押すと、流量制御を開始

します。 

 

  ・制御停止方法 

制御開始方法と同様に基本表示メニューで現在流量を表示させます。ここで【ENT.】キーを押す

と流量制御を停止します。 

 

 ◇制御開始入力で行う場合。 

  １．４動作設定メニューで３－０１流量制御操作が『ｄＥＧ．』、制御開始入力設定が 

『ＥＣ． ｏｎ』のときは、外部からの制御開始入力のみで制御の開始、停止が可能です。 

   

  ・制御開始方法 

   外部接点の制御開始入力を閉にすると流量制御を開始します。 

 

  ・制御停止方法 

   外部接点の制御開始入力を開にすると流量制御を停止します。 
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◇外部入力信号で行う場合 

 

 

●流量入力信号は、設定した入力信号種別の１１０％ＦＳ．以上の入力は行わないでくだ

さい。これ以上の信号を入力すると、感電や故障の原因となります。 

  ＤＣ４－２０ｍＡは２２ｍＡ以下 ＤＣ１－５Ｖは５．５Ｖ以下 

  ＤＣ０－１０Ｖは１１Ｖ以下 

 １．４動作設定メニューで３－０１流量制御操作が『ＡｎＡ．』、制御開始入力設定が 

『ＥＣ．ｏＦＦ』のときは、流量入力信号でのみ流量制御の開始停止が可能です。 

・制御開始方法 

   流量入力信号が５％以上になると、流量制御を開始します。 

 

  ・制御停止方法 

   流量入力信号が５％以下になると、流量制御を停止します。 

  

 

●流量入力信号の入力値による、目標流量、バルブの動作は１．３流量入力信号、出力信号

を確認してください。 

 

◇外部入力信号と制御開始入力で行う場合 

 １．４動作設定メニューで３－０１流量制御操作が『ＡｎＡ．』、制御開始入力設定が 

『ＥＣ． ｏｎ』のときは、流量入力信号と外部からの制御開始入力で、流量制御の開始停止が可能

です。 

 

・制御開始方法 

   流量入力信号が５％以上かつ外部接点の制御開始入力を閉にすると流量制御を開始します。 

 

  ・制御停止方法 

   流量入力信号が５％以下になるまたは、外部接点の制御開始入力を開にすると流量制御を停止し

ます。 

  

 

●流量入力信号の入力値による、目標流量、バルブの動作は１．３流量入力信号、出力信号

を確認してください。 
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表５－１ 流量制御開始操作－流量制御操作設定一覧表 

流量制御開始操作 

 

流量制御操作設定 

コントローラ操作 

（【ENT.】キーを押す） 

制御開始入力 

接点 閉 

流量入力信号 

（５％以上） 

『ｄＥＧ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
○ × × 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
× ○ × 

『ＡｎＡ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
× × ○ 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
× ○注) 

注) 制御開始入力接点 閉かつ流量入力信号が５％以上で流量制御開始となります。 

 

表５－２ 流量制御停止操作－流量制御操作設定一覧表 

流量制御停止操作 

 

流量制御操作設定 

コントローラ操作 

（【ENT.】キーを押す） 

制御開始入力 

接点 開 

流量入力信号 

（５％以下） 

『ｄＥＧ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
○ × × 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
× ○ × 

『ＡｎＡ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
× × ○ 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
× ○注) 

注) 制御開始入力接点 開または、流量入力信号が５％以下で流量制御停止となります。 

 

１．２．２流量制御が安定しない場合の処置 

流量制御を開始しても、以下のような状態になる場合は制御設定メニュー４－０１ ＰＩＤ設定を調整

してください。 

・目標流量値に対してハンチングし、流量制御が安定しない。 

→Ｐ値を徐々に大きくし、流量制御を行ってみてください。 

 ・目標流量値の手前で現在流量値が安定してしまい、目標流量値になかなか到達しない。 

→I値が００．００と設定されている場合は徐々に大きくし流量制御を行ってみてください。I値が

すでに設定されている場合は、徐々に小さくして流量制御を行ってみてください。 

・圧力変動などの外乱が起きたときに、元の流量に戻るのに時間がかかる。 

→Ｄ値が00.00と設定されている場合は徐々に大きくし流量制御を行ってみてください。Ｄ値がす

でに設定されている場合は、徐々に小さくして流量制御を行ってみてください。 

 ・目標流量値に対し、到達するのを速く、より安定させたいとき。 

→切替値を３％程度に設定し、第二ＰＩＤを第一ＰＩＤより、全体的に大きめの値を設定して、流

量制御を行ってみてください。 

  

 
 

●上記のＰＩＤ設定は、目安の一つと考えてください。使用条件（流体圧力、差圧、目標流

量など）、要求仕様（制御完了時間）などによりＰＩＤ設定の方法は異なります。 

●《SP》ランプ点滅している状態が続くと、モータが加熱し故障の原因となります。流量制

御は１分以内には完了するように各種の設定を行ってください。 
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１．３流量入力信号、出力信号 

１．３．１流量入力信号 

 

 

●流量入力信号は、設定した入力信号種別の１１０％ＦＳ．以上の入力は行わないでください。 

これ以上の信号を入力すると、感電や故障の原因となります。 

 ＤＣ４－２０ｍＡは２２ｍＡ以下 ＤＣ１－５Ｖは５．５Ｖ以下 ＤＣ０－１０Ｖは１１Ｖ以下 

 

 流量入力信号は増減により目標流量値が変更されます。また、流量制御を停止したり、バルブを全開

にすることが可能です。流量入力信号と目標流量値、バルブの状態は以下のようになります。 

表５－３ 流量入力信号と目標流量値、バルブ状態 

流量入力信号範囲（％） 

目標流量値（Ｌ／ｍｉｎ） 

バルブ動作 FCV-210A 

-3/8 

FCV-205A 

-3/8 

FCV-202A 

-3/8、1/4 

0～5％ 

DC4-20mA:4～4.8 

DC1-5V:1～1.2 

DC0-10V:0～0.5 

流量制御停止と判断します。 

制御設定メニュー、４－０３停止位置 

選択の設定により、 

・ 『ＣＬ．』はバルブ全閉となります。 

・ 『ＳｔＰ.』は現位置停止となります。 

5～10％ 

DC4-20mA:4.8～5.6 

DC1-5V:1.2～1.4 

DC0-10V:0.5～1 

流量制御範囲の１０％ＦＳ．に固定され

ます。 

目標流量値に応じて開度調整を行います。 

１． ０ ０． ５ ０． ２ 

10～105％ 

DC4-20mA:5.6～20.8 

DC1-5V:1.4～5.2 

DC0-10V:1～10.5 

流量入力信号値に比例します 

105％～ 

DC4-20mA:20.8～ 

DC1-5V:5.2～ 

DC0-10V:10.5～ 

流量制御は停止され、バルブは全開とな

ります。 

目標流量値には『ｂＬ．』と表示され 

バルブは全開となります。流量入力信号が 

103％以下になると流量制御に復帰します。 

 

図５－２ 流量入力信号と目標流量値、バルブ状態 
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流量入力信号（％）

目
標

流
量

（
％

）

流量入力信号（増加）

流量入力信号（減少）

流量入力信号が５%以下は目標

流量値は０Ｌ／ｍｉｎ 

流量入力信号が５%より上、１０%以下は目標

流量値は流量制御範囲上限の１０%となる。 

流量入力信号が増加するときは１０５%

以上で『ｂＬ．』（バルブ全開）となる。 

流量入力信号が減少するときは１０３%以

下で流量制御となる。 
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１．３．２流量出力信号 

 流量出力信号は、コントローラに表示される現在流量値に対し、以下、表のように出力されます。 

 表５－４ 流量出力信号と現在流量値 

現在流量値 流量出力信号 
備考 

FCV-210A-3/8 FCV-205A-3/8 
FCV-202A-3/8  

FCV-202A-1/4 
DC4-20mA DC1-5V DC0-10V 

0L/min 3.9mA 0.975V 0V 

流量出力信号の 

下限値の97.5％が 

出力されます。 

0～10L/min 0～5L/min 0～2L/min 現在流量値に比例した値が出力されます。  

10L/min 

より上 

0～5L/min 

より上 

0～2L/min 

より上 

現在流量値に比例した値が出力されますが、

110％FS.を上限値としてクランプされます。 
 

出力の上限値

は24mA 

出力の上限値

は6V 

出力の上限値

は11V 
 

 

１．４強制閉 

本製品はバルブを強制的に全閉にする機能を持っています。この操作をすると、制御設定メニュー、

４－０３停止位置選択が『ＳｔＰ.』現位置停止の設定に関わらず、また、流量制御中やコントローラの

設定中であってもバルブを強制的に全閉にします。 

 
 

 
●強制閉の解除を行ったときは、本製品の設定や各信号、接点の入力により、即座に

流量制御を開始する場合があります。以下および１．２．１流量制御の開始、停止

で示す、流量制御の停止の条件を満たしていることを確認したうえで強制閉の解除

を行ってください。 

メニュー３－０１ 

流量制御操作設定 
確認事項 

『ｄＥＧ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 

特になし。 

強制閉解除後、【ENT.】キーを押すことで流量制御が開

始されます。 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 
制御開始入力の接点が開になっていること。 

『ＡｎＡ．』 

制御開始入力無効 

『ＥＣ．ｏＦＦ．』 
流量入力信号が５％以下の値が入力されていること。 

制御開始入力有効 

『ＥＣ．ｏｎ．』 

流量入力信号が５％以下または、 

制御開始入力の接点が開になっていること。 
 

 

●強制閉を行っているときは、解除をしない限り、各種操作、流量入力信号を受け付

けません。 

●強制閉を行った直後に強制閉を解除しても、約１０秒程度は全ての操作、接点の入

力を受け付けません。 

●強制閉を解除した後は、基本表示メニューの現在流量が表示されます。 
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１．４．１強制閉操作方法 

◇コントローラのパネル操作で行う場合。 

 ・強制閉 

コントローラの【縦移動】キー、【横移動】キーを同時に押します。主要表示部に『ＥＧ.』と表

示され、バルブは全閉となります。 

 

 

 

 

 

図５－３ 強制閉操作フロー 

 

 

・強制閉の解除 

   コントローラの【縦移動】キー、【横移動】キーを同時に押します。主要表示部には現在流量値が

表示されます。 

 

 

 

 

 

図５－４ 強制閉解除操作フロー 

 

 ◇強制閉入力で行う場合。 

  ・制御閉 

外部接点の強制閉入力を閉します。主要表示部に『ＥＧ.』と表示され、バルブは全閉となります。 

 

  ・強制閉解除 

   外部接点の強制閉入力を開にすると強制閉は解除されます。主要表示部には現在流量値が表示さ

れます。 

 

強制閉 

強制閉 現在流量値 
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１．５警報機能 

本コントローラの警報機能は、流量警報１、流量警報２、バルブ異常警報があります。これらが発生

したときは《EV1》ランプ、《EV2》ランプ、および各警報の接点にて状態を表示、出力します。 

  

 
●設定方法は１．４動作設定メニュー、◇３－０３流量警報出力種別、◇３-０４流量警報

１、◇３－０５流量警報２の説明をよく確認してください。 

 

表５－５ 警報発生時の表示 

流
量
警
報
１ 

流
量
警
報
２ 

バ
ル
ブ
異
常 

〈EV1〉 

ランプ 

〈EV2〉 

ランプ 

点灯 点滅 点灯 点滅 

   × × × × 

●   ○ × × × 

 ●  × × ○ × 

  ● × ○ × ○ 

● ●  ○ × ○ × 

●  ● ○ × × ○ 

 ● ● × ○ ○ × 

● ● ● ○ × ○ × 

 

１．５．１流量警報１、２ 

流量警報１、２が出力された場合でも、制御は継続されます。現在の流量値が流量警報１、２の出力

範囲外になれば解除されます。発生する原因、及び対策は以下のようになります。 

 

表５－６ 流量警報発生時の原因と対策一覧表 

原 因 対 策 

流量制御が完了している（《SP》ランプ点灯）状態

で流量警報が出力される。 

・目標流量値が流量警報出力範囲に入っています。

流量警報の値を見直してください。 

流量警報出力範囲外で流量警報が出力される。 
・流量警報の値を再度確認してください。 

・接点の設定を確認してください。 

流量制御時に、流量警報が出力される。 

・流量制御時に一時的に、現在流量が流量警報出

力範囲に入っていることが考えられます。ＰＩ

Ｄ値の見直しを行うか、流量警報遅延時間の見

直しを行ってください。 

上記を行っても出力される場合は、製品の故障が考えられます。弊社にお問い合わせください。 
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１．５．２バルブ異常 

バルブ異常が出力されても、流量制御は継続されます。その後、流量制御が完了すれば、バルブ異常

の出力は解除されます。発生する原因、及び対策は、以下のようになります。 

 

表５－７ バルブ異常発生時の原因と対策一覧表 

  原 因 対 策 

流量制御がバルブ異常遅延時間をすぎても完了し

ない。 

・配線が正しいかを確認してください。 

・動作設定メニュー３－０６バルブ異常のバルブ異

常遅延の時間を見直してください。 

・バルブ異常遅延時間内に制御が完了するよう制御

設定メニュー４－０１ＰＩＤ設定を見直してく

ださい。 

バルブが全閉して２秒後に流量が検知されている。 

（３－０６バルブ異常で『ＣＥ．ｏｎ』バルブ全閉

異常を有効にしている場合） 

・配線が正しいかを確認してください。 

・強制閉操作を行い、全閉時の流量を確認してくだ

さい。 

上記を行っても出力される場合は、製品の故障が考えられます。弊社にお問い合わせください。 
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第 Ⅵ 編 点検 
 

１．日常点検 

本製品を使用するにあたり、以下の事を定期的に点検してください。 

 

表６－１ 日常点検一覧表 

項 目 内 容 頻 度 

コントローラ表示確認 
電源投入時に、コントローラ主要表示部、

各ランプが全て点灯するか。 
電源投入時 

バルブが全閉可能か 
強制閉操作を行い、流体が流れないかを確

認する。 
月1回程度 

バルブからの、外部漏れ

の確認 

バルブ周囲より、漏れはないかを確認す

る。 
月1回程度 

バルブより異音がない

か 

バルブアクチュエータ部からの異音の確

認 
月1回程度 

発熱の確認 
コントローラ、バルブが熱を持っていない

かの確認。 
月1回程度 

異臭の確認 
コントローラ、バルブより焦げ臭いなどの

異臭がしないかの確認。 
月1回程度 

 

 

 



■ サービスネット 

製品の不具合などの際は弊社営業担当か、弊社営業所までご連絡ください。 

営業所については弊社ホームページをご覧ください。 

■ 製品保証 

弊社ホームページをご覧ください。 
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